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は
じ
め
に

　

イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本
・
手
稿
図
書
館
の
所
蔵
す
る
「
古
文
書
張
交
屏

風
」
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
文
書
の
な
か
に
播
磨
国
大
部
庄
に
関
す
る
も
の
が
二
通
あ

る
）
1
（

。
一
通
は
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
八
月
十
五
日
付
け
の
播
磨
国
留
守
所
符
で
、

も
う
一
通
は
八
月
二
十
三
日
付
け
の
書
状
で
あ
る
が
、
両
通
の
内
容
が
と
も
に
大
部

庄
立
券
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
後
者
は
前
者
と
同
年
に
係
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
部
庄
に
関
す
る
史
料
は
『
小
野
市
史
』
第
四
巻
）
2
（

の
第
四
章
第
三
節
「
大
部
荘
関

係
史
料
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
両
通
に
つ
い
て
は
同
書
か
ら
も
漏
れ
て

お
り
、
大
部
庄
の
研
究
に
お
い
て
未
知
な
い
し
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
史
料
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
こ
の
両
通
の
文
書
を
紹
介
し
、
そ
の
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
の
で
、
ま
ず
私
見
に
よ
る
釈
文
）
3
（

を
史
料
一
・
二
と
し
て
示
し
、
あ
わ
せ
て
表
裏
の

写
真
を
掲
げ
る）4
（

。

〔
史
料
一
〕

留
守
所
符　
　

大
部
郷

　

可
早
任
御
廳
宣
旨
御
使
相
共
立
券

　
　

使
散
位
紀
朝
臣
有
近

右
今
月
八
日
御
廳
宣
同
十
五
日

言
上
事

到
来

研
究
報
告イ

ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
播
磨
国
大
部
庄
関
係
文
書
に
つ
い
て

近　
　

藤　
　

成　
　

一

状

件
郷
為
東
大
寺
領
可　
　
　

上
之
由
者
任
状
早
可
被
致
沙
汰
之

以
符

　
　

建
久
三
年
八
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　

廳
事
散
位
源
朝

　
　
　
　
　
　
　
　

散
位
紀
朝

　
　
　
　

目
代
前
對
馬
守
中
原

…
…
…
…
…
…
…
…
（
重
源
継
目
裏
花
押
残
画
）
…
…
…

〔
史
料
二
〕

…
…
…
…
…
…
…
…
（
重
源
継
目
裏
花
押
残
画
）
…
…
…

（
端
裏
書
）「
御
目
代
書
状
遣
广
小
目
代
之
許
」

　
　

被
仰
下
之
旨
厳
重
□

　
　

更
々
不
可
有
遅
々
□

　
　

如
件

大
部
庄
立
券
間
事
□

被
仰
下
之
旨
如
此
不
日
□

副
國
使
如
仰
早
速
□

可
令
遂
立
券
又
御
教
書
□

如
聖
人
仰
書
止
案
文
可
令

立
券
言

状
如
件

臣臣朝
臣
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返
進
之
状
如
件

　

八
月
廿
三
日　
　
（
花
押
）

播
磨
广
小
目
代
殿

　

こ
の
両
通
に
密
接
に
関
係
す
る
文
書
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
興
福
寺
関
係

文
書
」
の
中
に
あ
る
の
で
、
そ
の
釈
文
を
史
料
三
と
し
て
示
す
）
5
（

。

〔
史
料
三
〕

…
…
…
…
…
…
…
…
（
重
源
継
目
裏
花
押
残
画
）
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　

目
代
大
宰
少
弐
中
原
朝
臣
（
裏
花
押
）

留
守
所
符　

福
田
保

　

可
早
任　

宣
旨
状
停
止
新
儀
妨
大
部
庄
堺
事

　
　

國
使
散
位
重
清

　

副
進

　
　

宣
旨
一
通　
　

廳
宣
一
枚

右
件
子
細
見　

宣
旨

御
廳
宣
状
任
彼
状
早

可
令
致
沙
汰
之
状
如
件
以
符　

庁
│
〔
事
〕│
│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
│

　
　

建
久
三
年
九
月
二
日　
　
　
　

│
│

　

史
料
一
・
二
と
三
は
、
内
容
が
建
久
三
年
の
大
部
庄
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
重
源
に
よ
る
継
目
裏
花
押
の
残
画
を
残
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
共
通
し

て
お
り
、
ま
た
下
部
に
欠
損
が
あ
る
が
、
そ
の
欠
損
の
形
状
も
共
通
す
る）6
（

。
従
っ
て
、

史
料
一
・
二
と
三
は
本
来
一
具
の
も
の
と
し
て
伝
来
し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
現
状
は
、
前
者
は
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
に
貼
付
さ
れ
た
も
の
と
し
て

イ
ェ
ー
ル
大
学
に
、
後
者
は
「
興
福
寺
関
係
文
書
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
巻
子

の
な
か
の
一
点
と
し
て
早
稲
田
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
古
文
書
張

交
屏
風
」
貼
付
文
書
と
「
興
福
寺
関
係
文
書
」
の
全
体
に
つ
い
て
、
一
応
の
検
討
を

し
て
か
ら
、
建
久
三
年
の
大
部
庄
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
の
考
察
に
進
み
た
い
。

一　
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
貼
付
の
文
書
に
つ
い
て

　
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
二
曲
一
双
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
文
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
配
置
を
図
に
示
す
。

1　

播
磨
国
留
守
所
符　

建
久
三
年
八
月
十
三
日　

27.3

×38.4

（
単
位
セ
ン
チ
、

以
下
同
）

2　

播
磨
国
目
代
中
原
清
業
書
状
（
建
久
三
年
）
八
月
廿
三
日　

28.3

×50.6

3　

憲
深
伝
法
灌
頂
印
信
案　

建
長
七
年
十
一
月
十
六
日　

32.3

×45.8

　
　
（
紙
背
）
沙
門
某
書
状
（
年
未
詳
）
九
月
六
日

4　

興
福
寺
浄
名
院
置
文　

応
安
六
年
十
二
月
廿
五
日　

29.6

×39.0

5　

興
福
寺
法
華
会
竪
義
者
請
定　

文
亀
三
年
七
月　

日　

33.4

×47.9

6　

興
福
寺
慈
恩
会
竪
義
者
請
定　

永
正
元
年
八
月　

日　

33.4

×44.0

7　

興
福
寺
講
師
坊
主
八
方
粥
時
代
銭
請
取
状　

永
正
十
七
年
十
二
月
十
八
日　

25.9

×41.8

8　

春
日
若
宮
拝
殿
常
住
巫
女
藤
満
女
大
座
并
酒
肴
請
取
状　

天
文
廿
一
年
三
月
六

日　

25.5

×34.2

9　

宝
徳
元
年
興
福
寺
維
摩
会
従
儀
師
役
請
定
（
延
宝
元
年
）
四
月
十
日　

31.8

×

33.1

10　

徳
川
家
康
朱
印
状
案　

慶
長
七
年
八
月
六
日　

31.1

×45.1
11　

春
日
社
唯
識
十
講
証
義
者
請
定　

元
和
六
年
十
二
月
一
日　

36.1

×46.9
12　

春
日
社
若
宮
拝
殿
盲
目
衣
職
補
任
状　

慶
安
三
年
三
月
吉
日　

30.9

×48.0

13　

実
宣
奉
書
（
年
未
詳
）
十
月
廿
六
日　

34.8

×44.2

14　

興
福
寺
維
摩
会
聴
衆
請
定
（
年
未
詳
）
三
月
十
六
日　

32.5

×44.0

15　

徳
川
家
重
朱
印
状
案　

延
享
四
年
八
月
十
一
日　

41.5

×63.5

16　

与
次
郎
請
文　

永
禄
五
年
五
月
廿
九
日　

28.6

×45.9
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「古文書張交屏風」文書貼付配置（右隻）

「古文書張交屏風」文書貼付配置（左隻）
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17　

従
儀
師
祐
済
書
状
（
年
未
詳
）
八
月
一
日　

31.6

×44.2
18　

二
条
法
眼
源
乗
書
状
（
年
未
詳
）
八
月
五
日　

31.4

×46.3

19　

春
日
若
宮
拝
殿
勾
當
春
章
申
状
案　

寛
文
二
年
十
月
廿
日　

32.3

×46.9

20　

大
和
国
添
上
郡
一
条
院
門
跡
領
目
録　

文
禄
四
年
九
月
廿
一
日　

29.8

×44.3

21　

元
和
八
年
興
福
寺
維
摩
会
日
記　

元
和
八
年
十
月
廿
一
日　

29.7

×43.9

　
　
（
紙
背
）
某
書
状
（
年
未
詳
）
霜
月
六
日

22　

春
日
社
安
居
坊
再
建
寄
附
申
状
断
簡
（
年
月
日
未
詳
）　33.6

×29.0　

33.6

×

18.3

23　

興
福
寺
草
創
之
由
来
断
簡
（
年
月
日
未
詳
）　30.0

×46.4

24　

論
義
草
（
年
月
日
未
詳
）　36.1

×45.1　
36.1

×47.1

25　

論
義
草
断
簡
（
寛
永
十
八
年
三
月　

日
）　31.7

×52.2　

31.7

×40.9

26　

論
義
草
断
簡
（
寛
永
十
八
年
）32.9

×35.4　

32.9
×45.3　

32.9

×32.1　

32.9

×33.3

27　

興
福
寺
三
綱
補
任
勘
例
断
簡
（
年
月
日
未
詳
）　24.6
×20.7

　

以
上
二
十
七
通
（
紙
背
に
さ
ら
に
二
通
）
の
う
ち
、
こ
こ
で
注
目
し
て
い
る
大
部

庄
関
係
の
二
通
を
除
く
と
、
大
部
分
は
興
福
寺
一
乗
院
坊
官
二
条
家
関
係
の
文
書
で

あ
る）7
（

。
一
方
で
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
の
「
興
福
寺
関
係
文
書
」
は
十
四
通
（
紙
背
に

さ
ら
に
一
通
）
が
一
巻
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
史
料
三
と
し
て
釈
文
を

掲
げ
た
一
通
を
除
く
と
、
や
は
り
大
部
分
が
興
福
寺
一
乗
院
坊
官
二
条
家
関
係
の
文

書
で
あ
る）8
（

。
し
か
も
大
部
庄
関
係
の
三
通
が
本
来
一
具
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ

と
に
加
え
て
、
さ
ら
に
二
件
、「
古
文
書
張
交
屏
風
」
貼
付
文
書
と
接
続
す
る
例
が

あ
る
。

　

す
な
わ
ち
「
屏
風
」
貼
付
25
「
論
義
草
断
簡
」
は
「
興
福
寺
関
係
文
書
」
6
「
竪

義
者
英
胤
唯
識
問
答
抄
」
に
接
続
す
る
。
屏
風
貼
付
の
断
簡
に
は
端
裏
書
が
あ
る
こ

と
が
、
屏
風
を
解
装
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
明
し
、
そ
の
端
裏
書
に
「
寛
永
十
八
年

辛
巳
三
月
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
論
義
が
寛
永
十
八
年

（
一
六
四
一
）
三
月
二
十
四
日
よ
り
始
行
さ
れ
た
文
安
二
年
分
興
福
寺
維
摩
会
初
夜

論
義
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た）9
（

。

　

も
う
一
件
、「
屏
風
」
貼
付
27
「
興
福
寺
三
綱
補
任
勘
例
断
簡
」
は
「
興
福
寺
関

係
文
書
」
12
「
興
福
寺
記
録
断
簡
」
に
接
続
す
る
。

　

従
っ
て
、「
古
文
書
張
交
屏
風
」
貼
付
文
書
二
十
七
通
と
「
興
福
寺
関
係
文
書
」

十
四
通
は
本
来
一
具
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
原
本
観
察

に
よ
る
と
、
大
部
庄
関
係
文
書
三
通
を
含
む
全
体
に
、
糊
痕
や
釘
痕
な
ど
下
張
に
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る）10
（

。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
全
体
が
元
来
反
古

と
し
て
襖
や
屏
風
の
よ
う
な
表
具
の
下
張
に
使
わ
れ
て
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
時

を
経
て
表
具
が
解
装
さ
れ
て
再
び
古
文
書
と
し
て
の
価
値
を
認
め
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
最
も
新
し
い
年
記
を
持
つ
の
は
「
屏
風
」
貼
付
15
「
徳

川
家
重
朱
印
状
案
」
で
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
八
月
十
一
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

以
後
に
一
旦
反
古
と
し
て
表
具
の
下
張
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
表
具
の
下
張
の
中
か
ら
再
び
古
文
書
と
し
て
の
価
値
を
見
出
さ
れ
た
も

の
が
、
一
方
で
は
屏
風
に
貼
付
さ
れ
、
他
方
で
は
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
は
い
つ

の
こ
と
か
。

　

ま
ず
屏
風
の
方
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
寄

贈
の
経
緯
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
よ
う
。「
古
文
書
張
交
屏
風
」
を
含
む
日
本
文
化

資
料
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
対
す
る
寄
贈
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
利
謙
「
エ
ー
ル
大
学

寄
贈
日
本
文
化
資
料
の
蒐
集
）
11
（

」
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ェ
ー
ル

大
学
に
対
す
る
日
本
文
化
資
料
寄
贈
事
業
の
発
端
は
一
九
二
〇
年
に
朝
河
貫
一
が

エ
ー
ル
大
学
会）12
（

会
合
の
席
上
で
一
大
東
洋
博
物
館
建
設
の
計
画
を
語
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
に
協
力
す
る
た
め
に
四
十
九
名
の
有
志
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
二
万
二
千
三
百

余
円
を
資
金
と
し
て
資
料
蒐
集
に
あ
た
る
こ
と
が
黒
板
勝
美
に
委
ね
ら
れ
た
。
蒐
集

が
ほ
ぼ
完
了
し
た
一
九
三
二
年
十
一
月
華
族
会
館
に
お
い
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
寄
贈

を
予
定
し
て
い
る
も
の
一
二
四
点
を
展
観
し
た
が
、
そ
の
目
録
）
13
（

に
「
古
文
書
張
交
屏

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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風
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
貼
付
文
書
は
一
九
三
二
年
十
一
月
ま
で
に
屏

風
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
な
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
黒
板
は
す
で
に

屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
を
購
入
し
た
の
で
は
な
く
、
黒

板
の
も
と
で
屏
風
が
仕
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
屏
風
を

解
装
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
下
張
に
使
わ
れ
て
い
た
反
古
紙
と
し
て
『
大
日
本
史
料
第

十
二
編
之
二
十
五
』（
一
九
二
五
年
二
月
発
行
）
の
原
稿
が
約
二
百
八
十
枚
、
そ
の

他
一
九
二
六
年
二
月
頃
の
史
料
編
纂
掛
員
の
身
辺
に
存
し
た
書
類
と
思
わ
れ
る
も
の

約
七
十
枚
が
出
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
は

一
九
二
六
年
二
月
以
降
に
史
料
編
纂
掛
（
一
九
二
九
年
「
史
料
編
纂
所
」
と
改
称
）

に
お
い
て
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
現
蔵
の
「
興
福
寺
関
係
文
書
」
の
方
は
、
巻
子
一
巻

に
仕
立
て
ら
れ
た
上
で
木
箱
に
納
め
ら
れ
、
箱
書
き
に
は
「
中
世
雑
文
書
留
守
所
符
建

久
三
年
九
月

二
日
外
計
十

四
通
一
巻　

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
箱
の
中
に
「
中
藤
氏
よ
り
購
入
文
書
」
と
記

さ
れ
た
紙
片
が
あ
り
、
荻
野
三
七
彦
氏
の
筆
跡
の
よ
し
で
あ
る）14
（

。
荻
野
三
七
彦
氏
に

よ
る
古
文
書
収
集
に
つ
い
て
は
、『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書　

上

巻
』（
注
（
5
））
の
巻
末
に
収
め
ら
れ
た
同
氏
に
よ
る
「
収
集
者
の
言
葉
」
に
詳
し

い
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
古
文
書
学
講
義
の
た
め
の
古
文
書

収
集
は
、
一
九
五
四
年
の
「
豊
後
国
後
藤
文
書
」
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
は

国
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
荻
野
氏
は
収
集
史
料
に
つ
い
て

「
表
装
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
も
と
の
姿
に
保
存
す
る
方
針
を
採
っ
た
」
が
、
特
に
表
装

を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、「
古
文
書
と
い
う
特
殊
な
も
の
を
表
装
す
る
こ

と
で
あ
り
、
貴
重
品
取
扱
い
へ
の
信
頼
に
よ
っ
て
一
任
す
る
こ
と
の
出
来
る
経
師
と

し
て
古
く
か
ら
の
知
人
で
あ
る
中
藤
昌
次
氏
の
協
力
を
得
た
こ
と
も
至
極
幸
運
で

あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
中
藤
氏
の
協
力
は
荻
野
氏
が
収

集
し
た
史
料
の
表
装
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
か
ら
中
藤
氏
の
手
元
に
あ
っ

た
「
興
福
寺
関
係
文
書
」
が
荻
野
氏
に
提
供
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
荻
野
氏
の

収
集
し
た
古
文
書
は
、
一
九
七
四
年
三
月
に
荻
野
氏
が
早
稲
田
大
学
を
定
年
退
職
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
一
九
六
八
年
六
月
に

史
料
編
纂
所
に
よ
り
撮
影
さ
れ
、
十
冊
の
写
真
帳
に
仕
立
て
ら
れ
た）15
（

。
そ
の
第
一
冊

に
「
興
福
寺
関
係
文
書
」
十
四
通
（
ほ
か
紙
背
文
書
一
通
）
は
収
録
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
一
九
六
八
年
に
は
荻
野
研
究
室
の
収
集
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

　

中
藤
昌
次
氏
は
一
九
三
〇
年
度
に
史
料
編
纂
所
に
「
製
本
職
工
」
と
し
て
就
職
し

一
九
七
一
年
度
に
技
官
と
し
て
退
職
し
た）16
（

。
一
方
、
荻
野
氏
も
一
九
二
九
年
四
月
よ

り
一
九
四
三
年
四
月
ま
で
史
料
編
纂
所
に
在
職
し
た）17
（

か
ら
、
荻
野
氏
が
中
藤
氏
を

「
古
く
か
ら
の
知
人
」
と
呼
ぶ
の
は
、
一
九
三
〇
年
以
来
の
関
係
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
が
仕
立
て
ら
れ
た
時
期
は
一
九
二
六
年
二
月
か
ら

一
九
三
二
年
十
一
月
ま
で
の
間
に
し
ぼ
ら
れ
る
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
就
職

し
た
中
藤
氏
の
手
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
下
張

文
書
と
し
て
伝
来
し
た
大
部
庄
関
係
文
書
三
通
と
一
乗
院
坊
官
二
条
家
関
係
文
書

は
、
黒
板
の
指
示
に
よ
り
中
藤
氏
の
手
で
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
に
仕
立
て
ら
れ
、

そ
の
余
り
と
し
て
中
藤
氏
の
手
元
に
残
っ
た
分
が
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
荻
野
氏
に

渡
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

二　

建
久
再
興
以
前
の
播
磨
国
大
部
庄

　

大
部
庄
が
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
に
東
大
寺
領
と
し
て
立
券
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
五
月
一
日
官
宣
旨
案
）
18
（

の
引
く
前
年
九
月
二
日
東

大
寺
三
綱
等
解
状
に
、「
件
の
庄
は
彼
国
内
寺
領
垂
水
・
栗
生
・
赤
穂
三
箇
庄
の
替

り
（
と
し
て
）、
丈
〔
大
〕
部
郷
田
地
荒
野
一
処
を
以
て
、
立
券
す
可
き
の
由
、
去

久
安
三
年
宣
旨
を
下
さ
る
る
に
依
り
、
国
司
庁
宣
を
進
め
畢
ぬ
。
随
て
則
ち
重
ね
て

宣
旨
を
下
さ
れ
、
官
使
を
差
し
遣
し
、
堺
四
至
牓
示
を
打
ち
、
立
券
せ
ら
れ
了
ぬ
。
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茲
に
因
り
漸
々
荒
野
を
開
発
し
、
領
掌
し
来
た
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

大
部
庄
は
従
来
の
東
大
寺
領
播
磨
国
垂
水
・
栗
生
・
赤
穂
三
箇
庄
の
替
と
し
て
立
て

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

久
安
三
年
の
立
券
に
関
す
る
文
書
の
現
物
は
現
存
し
な
い
が
、
保
元
二
年
・
安
元

元
年
に
東
大
寺
で
作
成
さ
れ
た
文
書
目
録
）
19
（

に
よ
る
と
、
本
領
三
箇
庄
に
立
て
替
え
る

こ
と
を
命
じ
る
宣
旨
と
官
使
を
遣
わ
し
寺
領
を
立
券
す
る
こ
と
を
命
じ
る
宣
旨
の
二

通
、
宣
旨
を
奉
行
す
る
国
司
庁
宣
が
二
通
出
さ
れ
、
二
〇
枚
な
い
し
二
一
枚
の
料
紙

を
貼
り
継
い
で
立
券
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る）20
（

。

　

久
安
三
年
に
大
部
庄
が
立
券
さ
れ
た
時
点
で
の
播
磨
守
は
平
忠
盛
で
あ
る）21
（

。
と
こ

ろ
が
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
二
月
、
忠
盛
は
子
息
教
盛
が
淡
路
守
に
任
ぜ
ら
れ
る

た
め
に
播
磨
守
を
辞
し
、
替
わ
っ
て
播
磨
守
に
任
じ
ら
れ
た
源
顕
親
は
藤
原
忠
実
の

家
司
で
あ
り
、
播
磨
は
忠
実
の
知
行
国
と
な
っ
た）22
（

。
新
国
主
忠
実
は
大
部
庄
を
収
公

し
、
東
大
寺
に
は
本
領
三
箇
庄
を
知
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
、
東
大
寺
別
当
寛
信

は
こ
れ
を
不
当
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
が
、
そ
れ
を
達
す
る
以
前
に
入
滅
し
た）23
（

。

仁
平
三
年
三
月
七
日
の
こ
と
で
あ
る）24
（

。
寛
信
の
別
当
就
任
は
久
安
三
年
正
月
十
四
日

で
あ
る
か
ら）25
（

、
大
部
庄
の
立
券
は
寛
信
の
別
当
就
任
直
後
で
あ
り
、
寛
信
の
積
極
的

な
働
き
か
け
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る）26
（

。

　

寛
信
の
入
滅
後
も
東
大
寺
は
大
部
庄
の
回
復
を
求
め
続
け
、
永
暦
二
年

（
一
一
六
一
）
九
月
二
日
に
は
東
大
寺
三
綱
の
解
状
が
太
政
官
に
提
出
さ
れ
、
翌
年

五
月
一
日
に
は
こ
れ
を
受
け
て
国
司
に
陳
答
を
求
め
る
官
宣
旨
が
発
給
さ
れ
て
い

る
）
27
（

。

　

以
上
の
前
史
を
受
け
て
、
大
部
庄
は
建
久
三
年
に
東
大
寺
領
と
し
て
再
興
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

三　

建
久
三
年
の
大
部
庄
再
興

　

建
久
三
年
の
東
大
寺
領
大
部
庄
の
再
興
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
二
十
五
日
の
官

宣
旨
に
よ
っ
て
、
播
磨
国
賀
東
郡
内
の
東
大
寺
領
大
部
庄
の
朽
損
し
た
四
至
牓
示

を
、
久
安
三
年
の
宣
旨
の
通
り
に
改
め
立
て
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ）28
（

、
九
月
二
日
に
播

磨
国
留
守
所
が
大
部
庄
に
北
接
す
る
福
田
保
に
庄
堺
に
対
す
る
妨
げ
を
停
止
し
（
史

料
三
）、
九
月
二
十
七
日
に
は
造
東
大
寺
大
勧
進
重
源
が
、
大
部
庄
東
北
の
鹿
野
原

に
別
所
南
無
阿
弥
陀
仏
寺
を
建
立
し
、
そ
の
仏
聖
・
燈
油
・
念
仏
衆
衣
食
等
の
用
途

料
に
鹿
野
原
を
寄
附
し
た）29
（

こ
と
が
、
既
知
の
史
料
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
が
、

イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
の
二
通
の
文
書
に
よ
っ
て
、
新
た
に
ど
の
よ
う
な
事
情
が
明
ら

か
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

史
料
一
は
八
月
十
五
日
に
播
磨
国
留
守
所
が
大
部
郷
に
対
し
て
、
使
紀
有
近
と
と

も
に
大
部
郷
を
東
大
寺
領
と
し
て
立
券
言
上
す
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る）30
（

が
、

こ
の
命
令
が
同
月
八
日
の
国
司
庁
宣
に
も
と
づ
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

大
部
庄
の
立
券
は
八
月
八
日
の
国
司
庁
宣
に
も
と
づ
き
、
国
司
庁
宣
が
十
五
日
に
目

代
の
手
元
に
届
き
、
目
代
は
即
日
、
国
司
庁
宣
を
施
行
す
る
留
守
所
符
を
作
成
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

問
題
は
国
司
庁
宣
よ
り
も
そ
れ
を
施
行
す
る
留
守
所
符
よ
り
も
後
の
八
月
二
十
五

日
付
け
で
官
宣
旨
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
九
月
二
日
に
福
田
保

に
対
し
て
大
部
庄
堺
に
対
す
る
妨
げ
を
停
止
し
た
留
守
所
符
の
副
進
目
録
に
「
宣
旨

一
通　

庁
宣
一
通
」
と
載
せ
ら
れ
、
本
文
に
「
件
の
子
細
、
宣
旨

に
御
庁
宣
の
状

に
見
ゆ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
福
田
保
に
対
し
て
大
部
庄
堺
に
対
す
る

妨
げ
を
停
止
す
る
根
拠
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
「
宣
旨
）
31
（

」・
国
司
庁
宣
は
、
大
部
庄

の
立
券
を
命
じ
る
も
の
で
あ
り
、「
宣
旨
」
を
施
行
し
て
国
司
庁
宣
が
発
給
さ
れ
た

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
史
料
が
現
存
す
る
の
は
八
月
二
十
五
日
付
け

の
官
宣
旨
で
あ
り
、
こ
の
日
付
は
国
司
庁
宣
よ
り
も
後
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
官
宣
旨

を
施
行
し
て
国
司
庁
宣
が
発
給
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
司
庁
宣
が

発
給
さ
れ
る
前
提
と
し
て
「
宣
旨
」
が
存
在
し
た
の
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
八
月

二
十
五
日
付
け
の
も
の
と
は
別
の
「
宣
旨
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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八
月
二
十
五
日
付
け
の
官
宣
旨
を
改
め
て
注
意
深
く
読
む
と
、
久
安
三
年
の
宣
旨

の
通
り
に
、
大
部
庄
の
朽
損
し
た
四
至
牓
示
を
改
め
立
て
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
大
部
郷
を
東
大
寺
領
と
し
て
立
券
言
上
す
る
こ
と
を
命
じ
る
と
い
う
の

と
は
異
な
り
、
後
者
を
命
じ
る
官
宣
旨
が
、
八
月
二
十
五
日
付
け
の
も
の
と
は
別
に
、

八
月
八
日
の
国
司
庁
宣
以
前
に
発
給
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
史
料
一

に
そ
の
存
在
を
示
す
痕
跡
は
残
さ
れ
て
い
な
い）32
（

。

　

こ
こ
で
は
二
通
り
の
考
え
方
を
示
し
て
、
決
定
を
保
留
し
て
お
く
し
か
な
い
。
第

一
の
考
え
方
は
、
八
月
八
日
の
国
司
庁
宣
の
根
拠
と
な
る
官
宣
旨
が
八
月
二
十
五
日

付
け
の
も
の
と
は
別
に
発
給
さ
れ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
九
月

二
日
の
留
守
所
符
に
引
か
れ
た
「
宣
旨
」
は
八
月
二
十
五
日
付
け
の
も
の
と
は
別
と

考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
考
え
方
は
、
国
司
庁
宣
の
根
拠
と
な
る
官

宣
旨
は
も
と
も
と
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
国
司
庁
宣
は
官

宣
旨
を
施
行
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
九
月
二
日
の
留
守
所
符
に

「
件
の
子
細
、
宣
旨

に
御
庁
宣
の
状
に
見
ゆ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
さ
さ
か

不
自
然
で
は
あ
る
が
、
八
月
二
十
五
日
付
け
の
官
宣
旨
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
と

考
え
る
ほ
か
な
い
。

　

つ
ぎ
に
史
料
二
を
見
よ
う
。
年
記
は
な
い
が
八
月
二
十
三
日
付
け
で
あ
り
、
本
文

に
「
大
部
庄
立
券
の
間
の
事
」
と
あ
る
か
ら
、
史
料
一
と
内
容
的
に
関
連
す
る
も
の

で
あ
り
、
史
料
一
の
八
日
後
の
日
付
で
作
成
さ
れ
た
書
状
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
端
裏
書
に
「
御
目
代
書
状
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
史
料
一
に
「
目
代
前
対

馬
守
中
原
〔
朝
臣
〕」
と
署
名
し
て
い
る
人
物
の
も
の
で
あ
る
と
も
推
測
さ
れ
る
。

充
所
は
「
播
磨
庁
小
目
代
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
大
部
庄
の
立
券
に
関
し
て
播
磨

国
の
目
代
が
小
目
代
に
関
し
て
指
示
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
に
「
仰
せ
下
さ

る
る
の
旨
、
此
く
の
如
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
書
状
と
と
も
に
大
部
庄

の
立
券
を
命
じ
る
文
書
が
届
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
史
料
一
に
引
か
れ
た
八
月
八

日
付
け
国
司
庁
宣
が
そ
れ
に
当
た
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
も
う
一

つ
、
史
料
二
の
本
文
に
「
ま
た
御
教
書
、
聖
人
仰
せ
の
如
く
、
案
文
を
書
き
止
め
、

返
し
進
ら
す
可
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
「
御
教
書
」
が

大
部
庄
の
立
券
を
命
じ
る
根
拠
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か）33
（

。「
聖
人
」
と
は
建

久
三
年
の
大
部
庄
再
興
に
関
係
し
た
重
源
の
こ
と
で
あ
ろ
う）34
（

。
つ
ま
り
、「
御
教
書
」

は
大
部
庄
の
立
券
を
命
じ
る
根
拠
と
し
て
小
目
代
に
届
け
ら
れ
る
が
、
小
目
代
は
そ

の
案
文
を
作
成
し
、
正
文
は
返
信
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
返
進

す
る
先
は
「
聖
人
」
す
な
わ
ち
重
源
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
で
は
、
播
磨
国
目
代
は
何
故
に
八
月
二
十
三
日
付
け
の
書
状
（
史
料
二
）
を

小
目
代
あ
て
に
し
た
た
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
彼
が
い
か
な
る
立
場
の
人
物

で
あ
っ
た
か
に
よ
る
。

四　

中
原
清
業

　

建
久
二
年
に
播
磨
目
代
で
あ
り
「
前
対
馬
守
中
原
〔
朝
臣
〕」
を
名
乗
る
人
物
は
、

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
十
二
月
二
十
四
日
に
東
寺
修
理
の
儀
に
臨
ん
だ
「
御
使
播

磨
目
代
対
馬
前
司
清
業
）
35
（

」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
五
味
文

彦
氏
が
「
史
大
夫
」
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
中
原
清
業
）
36
（

に
該
当
す
る
と
み
な
せ
る
。

五
味
氏
の
い
う
「
史
大
夫
」
と
は
、
弁
官
局
の
史
を
務
め
た
労
に
よ
り
五
位
に
叙
せ

ら
れ
、
叙
位
と
引
き
替
え
に
退
官
し
た
者
の
こ
と
で
あ
る
。
実
務
能
力
を
有
し
な
が

ら
官
を
退
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
場
を
求
め
て
地
方
に
下

り
、
諸
国
の
目
代
を
務
め
た
り
し
た
。
初
期
鎌
倉
幕
府
の
文
筆
事
務
を
担
っ
た
の
も

彼
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）37
（

。

　

中
原
清
業
は
や
は
り
史
大
夫
で
あ
っ
た
清
貞
の
男
と
し
て
、
久
寿
元
年

（
一
一
五
四
）
文
章
生
試
に
及
第
し
）
38
（

、
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
十
二
月
二
十
九
日

に
左
少
史
に
任
じ
ら
れ
た
。
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
四
月
に
「
史
大
夫
」
と
見
え

る
）
39
（

の
で
、
そ
れ
以
前
に
史
を
退
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
翌
元
暦
二
年
正
月

に
史
の
巡
に
よ
り
対
馬
守
に
任
じ
ら
れ
た）40
（

。
前
任
の
藤
原
親
光
は
治
承
三
年
、
成
功
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に
よ
り
対
馬
守
に
任
じ
ら
れ
、
任
国
に
赴
任
し
た
が
、
平
氏
に
従
わ
ず
に
高
麗
に
避

難
し
た
。
頼
朝
は
こ
れ
に
感
じ
て
親
光
の
対
馬
守
還
任
を
奏
請
し
、
文
治
二
年
五
月

二
十
八
日
の
除
目
に
よ
り
親
光
は
対
馬
守
に
還
任
さ
れ
た）41
（

。
こ
こ
に
清
業
は
過
ち
な

く
し
て
対
馬
守
の
地
位
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

頼
朝
の
奏
請
に
つ
い
て
九
条
兼
実
は
、
親
光
が
高
麗
に
避
難
し
て
い
る
留
守
に
清

業
が
対
馬
守
に
任
じ
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る）42
（

け
れ
ど
も
、
対
馬
守
を
親
光
か
ら
清
業

に
交
替
さ
せ
た
の
は
元
暦
二
年
正
月
の
除
目
で
あ
り
、
こ
の
時
の
朝
廷
は
す
で
に
安

徳
天
皇
を
見
限
り
後
鳥
羽
天
皇
を
擁
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
平
氏
の
圧
力
を
受

け
た
人
事
で
は
な
い
。
親
光
は
治
承
三
年
以
来
す
で
に
六
年
在
任
し
て
お
り
、
秩
満

に
よ
る
交
替
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
清
業
は
は
じ
め
大
隅
守
に
任
じ
ら
れ
た

の
が
対
馬
守
に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た）43
（

。
従
っ
て
、
対
馬
守
を
親
光
か
ら
清
業

に
交
替
さ
せ
た
人
事
が
不
当
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
頼
朝
は
親
光
の
功
績
を

賞
し
て
、
対
馬
守
へ
の
還
任
を
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

建
久
二
年
二
月
一
日
の
県
召
除
目
で
清
業
は
再
度
対
馬
守
に
任
じ
ら
れ
た）44
（

。
ま
た

四
月
に
は
大
宰
少
弐
を
兼
ね
た）45
（

。

　

清
業
は
親
光
と
競
合
し
な
が
ら
二
度
対
馬
守
に
在
任
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
親
光

が
少
な
く
と
も
初
任
の
際
に
は
任
国
に
赴
い
た
の
に
対
し
て
、
清
業
は
任
国
に
赴
い

た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
清
業
は
対
馬
守
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
備
前
・
播
磨

の
目
代
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
八
月
二
十
一

日
の
備
前
国
留
守
所
下
文
の
奥
下
に
署
名
し
て
い
る
「
目
代
対
馬
守
中
原
朝
臣
）
46
（

」
と
、

文
治
二
年
九
月
十
三
日
の
播
磨
国
留
守
所
符
の
袖
に
署
名
し
て
い
る
「
前
対
馬
守
中

原
朝
臣
）
47
（

」
が
と
も
に
中
原
清
業
に
当
た
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
文
治
元
年
八
月
の

「
対
馬
守
」、
文
治
二
年
九
月
の
「
前
対
馬
守
」
と
い
う
官
途
書
も
、
清
業
が
元
暦
二

年
正
月
に
対
馬
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
治
二
年
五
月
に
罷
め
ら
れ
た
こ
と
と
合
致
し
て

い
る）48
（

。

　

清
業
の
播
磨
目
代
と
し
て
の
活
動
を
も
う
少
し
見
て
い
く
と
、
文
治
四
年
に
後
白

河
法
皇
御
所
六
条
殿
が
新
造
さ
れ
た
際
に
は
同
殿
の
持
仏
堂
長
講
堂
の
造
営
が
播
磨

国
の
所
課
と
さ
れ
、
清
業
が
こ
れ
を
沙
汰
し
た
、「
播
磨
目
代
清
業
」
が
造
進
し
た

と
い
う
記
録
が
残
る
）
49
（

。
ま
た
上
述
の
よ
う
に
、
清
業
は
文
治
五
年
十
二
月
二
十
四
日

の
東
寺
修
理
の
儀
に
臨
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
後
白
河
法
皇
の
使
節
・
播
磨
国
目
代

と
し
て
で
あ
り
、
東
寺
修
理
が
後
白
河
法
皇
の
沙
汰
に
よ
り
播
磨
国
の
功
と
し
て
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る）50
（

。

　

建
久
二
年
九
月
、
後
白
河
法
皇
参
詣
中
の
四
天
王
寺
で
火
災
が
あ
り
、
念
仏
三
昧

院
・
念
仏
堂
が
焼
失
し
た
が
、
後
白
河
の
命
に
よ
り
播
磨
国
の
所
営
と
し
て
念
仏
三

昧
院
が
再
建
さ
れ
、
翌
年
九
月
十
三
日
に
供
養
が
行
わ
れ
た）51
（

。
供
養
に
参
列
し
た
中

納
言
藤
原
定
能
の
日
記
『
心
記
』
に
は
「
目
代
清
成
、
不
日
功
を
終
ふ
」
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、「
清
成
」
は
も
ち
ろ
ん
清
業
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

清
業
が
目
代
を
務
め
た
播
磨
・
備
前
両
国
の
国
務
に
つ
い
て
見
る
と
、
寿
永
二
年

七
月
に
平
氏
が
没
落
す
る
以
前
は
同
氏
の
知
行
国
で
あ
っ
た）52
（

が
、
平
氏
の
没
落
に
よ

り
後
白
河
法
皇
の
分
国
と
な
っ
た）53
（

。
元
暦
二
年
六
月
に
播
磨
・
備
前
両
国
が
院
分
国

の
ま
ま
平
頼
盛
に
与
え
ら
れ）54
（

、
備
前
守
に
は
頼
盛
の
子
光
盛
が
任
じ
ら
れ
た）55
（

が
、
頼

盛
は
翌
年
六
月
二
日
に
死
去
し
）
56
（

、
文
治
四
年
十
月
に
は
再
び
院
分
と
し
て
藤
原
仲
経

が
備
前
守
に
任
じ
ら
れ
た）57
（

。

　

播
磨
守
に
つ
い
て
は
、
源
雅
賢
が
寿
永
二
年
十
一
月
に
解
官
さ
れ
て
い
た）58
（

後
任
と

し
て
、
元
暦
二
年
六
月
二
十
九
日
の
除
目
に
よ
り
、
平
光
盛
の
前
任
の
備
前
守
で

あ
っ
た
藤
原
実
明
が
、
や
は
り
院
分
と
し
て
遷
っ
て
い
る）59
（

。
し
た
が
っ
て
、
頼
盛
の

知
行
に
よ
っ
て
も
、
院
分
に
よ
る
人
事
が
中
断
し
て
い
な
い
。
建
久
元
年
十
月
、
実

明
は
蔵
人
頭
に
就
任
し
て
播
磨
守
を
去
り
）
60
（

、
替
っ
て
高
階
経
仲
が
や
は
り
院
分
と
し

て
播
磨
守
に
任
じ
ら
れ
、
建
久
十
年
三
月
ま
で
在
任
す
る
こ
と
に
な
る）61
（

。

　

中
原
清
業
が
備
前
目
代
と
し
て
留
守
所
下
文
に
署
名
し
た
文
治
元
年
八
月
二
十
一

日
の
時
点
で
の
備
前
守
は
平
光
盛
で
あ
り
、
そ
の
父
頼
盛
が
知
行
国
主
で
あ
っ
た

が
、
お
そ
ら
く
同
時
に
後
白
河
法
皇
の
分
国
で
も
あ
り
、
後
白
河
と
そ
の
近
臣
で
あ
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る
頼
盛
の
権
限
が
重
層
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
清
業
の
播
磨
目
代
と

し
て
の
活
動
が
認
め
ら
れ
る
文
治
二
年
か
ら
同
五
年
に
か
け
て
の
時
期
の
播
磨
守
は

藤
原
実
明
で
あ
り
、
清
業
が
大
部
庄
の
再
興
に
播
磨
目
代
と
し
て
関
与
し
た
建
久
三

年
の
時
点
で
の
播
磨
守
は
高
階
経
仲
で
あ
っ
た
。
実
明
も
経
仲
も
院
分
と
し
て
播
磨

守
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
特
に
経
仲
の
父
は
後
白
河
の
近
臣
の
中
で
も
実
力
者

で
あ
る
高
階
泰
経
で
あ
っ
た
。

　

従
っ
て
、
清
業
の
播
磨
・
備
前
両
国
目
代
と
し
て
の
活
動
は
、
後
白
河
法
皇
お
よ

び
平
頼
盛
と
の
関
係
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
、
頼
盛
と
清
業

と
の
関
係
に
は
明
証
が
あ
る
。

　

元
暦
二
年
正
月
、
清
業
は
史
の
巡
に
よ
り
対
馬
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
九
条
兼
実

は
こ
の
こ
と
を
日
記
に
記
す
際
に
、
清
業
に
注
記
し
て
「
頼
盛
卿
郎
従
」
と
記
し
て

い
る）62
（

。
兼
実
の
日
記
に
は
こ
の
前
年
四
月
に
も
二
回
、
清
業
が
登
場
す
る
。
す
な
わ

ち
一
日
条
に
は
「
頼
盛
卿
後
見
侍
清
業
」
が
去
月
二
十
八
日
に
上
洛
し
た
こ
と
を
、

七
日
条
に
は
「
頼
盛
卿
後
見
史
大
夫
清
業
」
が
源
雅
頼
に
語
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
る）63
（

。

こ
の
時
期
、
平
頼
盛
は
鎌
倉
に
あ
り）64
（

、
清
業
の
上
洛
と
は
、
頼
盛
に
従
っ
て
鎌
倉
に

下
向
し
て
い
た
清
業
が
、
頼
朝
の
意
向
を
後
白
河
に
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
清
業
が
後
白
河
に
伝
え
た
頼
朝
の
意
向
と
は
、
兼
実
を
朝
廷
の
主
宰
者

と
し
て
推
挙
す
る
と
い
う
極
め
て
重
要
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
兼
実
が
日
記
に

清
業
の
名
を
記
す
の
に
一
々
説
明
を
加
え
て
い
る
の
は
、
兼
実
が
清
業
を
よ
く
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
、
清
業
は
、
兼

実
に
と
っ
て
も
重
大
な
影
響
を
有
す
る
頼
朝
・
後
白
河
間
の
交
渉
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
。

　

清
業
が
文
治
元
年
八
月
の
備
前
国
留
守
所
下
文
に
目
代
と
し
て
署
名
し
た
時
、
備

前
の
国
主
は
平
頼
盛
、
守
は
そ
の
子
光
盛
で
あ
っ
た
か
ら
、
清
業
の
目
代
と
し
て
の

務
め
は
、
彼
が
頼
盛
の
「
郎
従
」「
後
見
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
清
業
が
文
治
二
年
九
月
の
播
磨
国
留
守
所
符
の
袖
に
署
名
し
、
文
治
四
年
に

長
講
堂
を
播
磨
目
代
と
し
て
造
進
し
、
文
治
五
年
十
二
月
に
東
寺
修
理
の
儀
に
や
は

り
播
磨
目
代
と
し
て
臨
ん
だ
間
の
播
磨
守
は
藤
原
実
明
で
あ
っ
た
が
、
実
明
は
院
分

に
よ
り
国
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
長
講
堂
は
後
白
河
法
皇
御
所
の

持
仏
堂
で
あ
り
、
文
治
五
年
の
東
寺
修
理
も
後
白
河
の
沙
汰
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
清
業
が
播
磨
の
目
代
を
務
め
た
の
は
、
彼
が
後
白
河
の
院
司
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
彼
が
文
治
五
年
の
東
寺
修
理
の
儀
に

臨
ん
だ
の
は
後
白
河
の
使
節
・
播
磨
の
目
代
と
し
て
で
あ
っ
た
。

　

清
業
が
後
白
河
の
院
司
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
根
拠
は
上
記
の
史
料
に
限
ら
れ
、

頼
盛
の
生
前
に
は
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
。
清
業
が
元
来
、
頼
盛
と
と
も
に
後
白
河
に
も

兼
参
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
を
妨
げ
る
史
料
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、

兼
実
が
日
記
に
清
業
に
つ
い
て
記
す
の
に
、
清
業
の
こ
と
を
よ
く
承
知
し
て
お
ら

ず
、
頼
盛
の
侍
・
郎
従
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

清
業
は
元
来
は
頼
盛
に
主
と
し
て
仕
え
、
あ
る
い
は
頼
盛
の
推
挙
に
よ
り
後
白
河
に

も
仕
え
る
よ
う
に
な
り）65
（

、
頼
盛
の
死
後
に
は
も
っ
ぱ
ら
後
白
河
の
院
司
と
し
て
活
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

建
久
八
年
閏
六
月
に
作
成
さ
れ
た
肥
後
国
図
田
帳
に
、
球
磨
郡
二
千
町
の
う
ち
と

し
て
「
蓮
花
王
院
領
人
吉
庄
六
百
丁
」
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
預
所
と
し
て
「
対
馬
前

司
清
業
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
蓮
華
王
院
は
後
白
河
法
皇
の
御
願
寺
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
庄
園
の
預
所
を
清
業
が
務
め
た
の
は
、
後
白
河
の
院
司
と
し
て
の
立
場
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う）66
（

。

　
『
大
山
寺
縁
起
絵
巻
』
に
は
後
白
河
法
皇
が
栄
西
か
ら
灌
頂
を
受
け
る
の
に
、
前

対
馬
守
清
業
が
勅
喚
を
奉
じ
た
記
事
が
見
え
る
。
同
書
は
そ
れ
を
建
久
三
年
十
月

十
三
日
の
こ
と
と
す
る
が
、
後
白
河
は
同
年
の
三
月
十
三
日
に
崩
じ
て
い
る
か
ら
、

十
月
十
三
日
に
灌
頂
を
受
け
た
と
い
う
の
は
何
ら
か
の
誤
伝
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

十
三
日
は
後
白
河
の
命
日
で
月
忌
が
行
わ
れ
て
お
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
前
月

の
九
月
十
三
日
に
は
、
後
白
河
の
遺
命
に
よ
り
播
磨
国
の
所
営
と
し
て
清
業
が
再
建
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し
た
四
天
王
寺
念
仏
三
昧
院
の
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
十
月
十
三
日
に
も

後
白
河
に
関
係
す
る
何
ら
か
の
行
事
が
、
清
業
が
後
白
河
の
院
司
と
し
て
関
与
し
て

行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
栄
西
の
事
蹟
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
所
伝
が
形
成
さ
れ
た
と
も
考

え
ら
れ
る）67
（

。五　

大
部
庄
再
興
と
清
業
の
役
割

　

建
久
三
年
の
大
部
庄
再
興
の
経
緯
を
史
料
一
に
よ
っ
て
見
る
と
、
八
月
八
日
に
国

司
庁
宣
が
出
さ
れ
、
そ
れ
が
十
五
日
に
播
磨
国
衙
に
到
来
し
、
同
日
留
守
所
符
が
発

給
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
史
料
二
に
よ
る
と
、
大
部
庄
の
再
興
を
命
じ
る
根
拠
と

し
て
「
御
教
書
」
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

御
教
書
と
は
発
給
主
体
が
お
お
む
ね
三
位
以
上
の
者
で
あ
る
文
書
に
用
い
ら
れ
る

呼
称
で
あ
り
、
多
く
は
書
状
様
式
の
私
文
書
、
奉
書
様
式
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

院
宣
・
綸
旨
・
令
旨
な
ど
も
「
御
教
書
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る）68
（

。

　

史
料
二
に
見
え
る
「
御
教
書
」
は
、
大
部
庄
の
再
興
を
命
じ
得
る
立
場
に
あ
る
者
、

す
な
わ
ち
そ
の
た
め
の
官
宣
旨
な
り
国
司
庁
宣
な
り
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者

を
発
給
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
当
時
に
お
い
て
後
白
河
法
皇
を

措
い
て
ほ
か
に
そ
の
人
物
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
官
宣
旨
が
国
あ

て
に
出
さ
れ
れ
ば
、
国
司
は
そ
れ
を
施
行
す
る
義
務
を
負
う
か
ら
、
大
部
庄
の
再
興

を
命
じ
る
の
に
、
直
接
国
司
を
指
揮
す
る
立
場
に
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
当
該
国
播

磨
は
後
白
河
の
分
国
で
あ
り
、
国
守
は
後
白
河
の
側
近
中
の
側
近
高
階
泰
経
の
子
息

経
仲
で
あ
る
か
ら
、
後
白
河
が
国
守
に
対
し
て
直
接
指
示
す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
。

ま
た
大
部
庄
の
再
興
が
、
重
源
が
後
白
河
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と

は
、
建
久
八
年
の
重
源
の
譲
状
に
述
べ
ら
れ
て
い
る）69
（

。
し
た
が
っ
て
「
御
教
書
」
は

後
白
河
法
皇
の
院
宣
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
一
つ
の
難
題
に
直
面
す
る
。
大
部
庄
が
再
興
さ
れ
た
建
久
三
年

の
三
月
十
三
日
、
後
白
河
法
皇
は
六
十
六
歳
で
そ
の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
終
え
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

後
白
河
の
崩
後
、
そ
の
生
前
の
遺
志
は
旧
院
司
に
よ
り
担
わ
れ
る
。
先
に
見
た
四

天
王
寺
念
仏
三
昧
院
の
再
建
も
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
事

業
と
し
て
、
不
動
・
阿
弥
陀
二
体
の
丈
六
仏
と
そ
れ
を
納
め
る
仏
堂
の
造
営
が
あ
っ

た
。
後
白
河
崩
御
の
時
点
で
、
不
動
は
す
で
に
完
成
、
阿
弥
陀
は
御
体
木
の
加
持
が

終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
仏
堂
は
鳥
羽
に
造
営
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
た
だ

し
こ
の
年
八
月
に
鳥
羽
が
洪
水
に
よ
る
被
害
を
蒙
っ
た
こ
と
か
ら
、
仏
堂
の
造
営
は

蓮
華
王
院
内
に
変
更
さ
れ
、
翌
年
三
月
、
後
白
河
の
一
周
忌
法
事
に
合
わ
せ
て
蓮
華

王
院
内
仏
堂
の
供
養
が
行
わ
れ
た）70
（

。

　

造
仏
・
造
堂
の
続
行
が
後
白
河
の
旧
院
司
に
よ
り
議
せ
ら
れ
る
過
程
で
、
そ
の
用

途
の
調
達
が
当
然
に
問
題
と
な
る
が
、
後
白
河
の
一
周
忌
ま
で
の
間
は
そ
の
分
国
を

充
て
て
問
題
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
播
磨
は
四
天
王
寺
念
仏
堂
の
造
営
に
充
て
ら

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
少
々
は
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
美
濃
・
備
前
両
国
の
用
途

を
充
て
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
議
さ
れ
て
い
る）71
（

。
造
国
司
に
は
備
前
守
源
仲
国

が
充
て
ら
れ
た）72
（

。

　

後
白
河
の
一
周
忌
を
過
ぎ
た
建
久
四
年
四
月
、
頼
朝
の
奏
請
に
よ
り
、
播
磨
は
東

寺
造
営
の
た
め
に
文
覚
に
、
備
前
は
東
大
寺
造
営
の
た
め
に
重
源
に
付
け
ら
れ
た
。

国
司
は
任
命
す
る
も
の
の
、
両
寺
造
了
ま
で
国
務
に
国
司
は
介
在
せ
ず
、
文
覚
・
重

源
の
沙
汰
す
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
た）73
（

。
任
命
さ
れ
る
国
司
に
つ
い
て
は
、
播
磨
は
高
階

泰
経
、
備
前
は
一
条
能
保
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
知
行
国
主
で
あ
っ
て
、

播
磨
守
は
従
前
よ
り
引
き
続
い
て
、
泰
経
の
子
息
経
仲
が
務
め
た）74
（

。

　

つ
ま
り
四
天
王
寺
念
仏
三
昧
院
や
蓮
華
王
院
新
仏
堂
と
い
う
後
白
河
個
人
の
御
願

に
よ
る
も
の
か
ら
、
東
大
寺
・
東
寺
の
再
建
と
い
う
国
家
的
規
模
の
事
業
ま
で
、
後

白
河
の
遺
志
に
よ
る
事
業
の
完
遂
の
た
め
に
、
そ
の
分
国
を
後
白
河
の
側
近
に
継
承

さ
せ
る
こ
と
を
含
む
措
置
が
取
ら
れ
た
。
重
源
の
申
請
に
よ
る
大
部
庄
の
再
建
も
そ

う
い
う
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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と
す
る
と
、
後
白
河
は
崩
じ
た
け
れ
ど
も
、
重
源
の
申
請
に
よ
る
大
部
庄
の
再
建

は
、
後
白
河
の
遺
志
と
し
て
旧
院
司
た
ち
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
、
中
で
も
現
国
守

の
父
で
あ
り
、
翌
年
に
は
国
主
と
な
る
高
階
泰
経
が
こ
れ
を
主
導
し
た
と
考
え
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
後
白
河
の
生
前
に
は
泰
経
を
奉
者
と
す
る
院
宣
が
発
給
さ
れ
る

の
は
ふ
つ
う
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
、
史
料
二
に
見
え
る
「
御
教
書
」
と
は
泰
経
の
奉

書
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
う
断
定
す
る
根
拠
に
は
欠
け
る
が
、
御
教
書
と
は

発
給
主
体
が
紙
面
に
文
字
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
奉
者
に
よ
っ
て
そ
の

意
志
を
表
す
こ
と
が
可
能
な
様
式
で
あ
る
。

　

建
久
三
年
の
大
部
庄
再
興
に
際
し
て
、
八
月
八
日
付
け
で
国
守
高
階
経
仲
に
よ
り

国
司
庁
宣
が
発
給
さ
れ
、
同
十
五
日
に
国
司
庁
宣
が
国
衙
に
到
来
す
る
と
、
同
日
付

け
で
目
代
中
原
清
業
を
上
首
と
す
る
留
守
所
符
が
発
給
さ
れ
た
。
そ
れ
が
大
部
庄
再

興
手
続
き
の
建
前
で
あ
る
が
、
こ
の
建
前
の
背
後
で
「
御
教
書
」
が
機
能
し
て
い
た
。

こ
の
「
御
教
書
」
は
後
白
河
の
旧
院
司
の
有
力
者
で
か
つ
播
磨
守
経
仲
の
父
で
あ
る

泰
経
が
後
白
河
の
遺
志
を
奉
じ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
想
定
し
た
が
、
も
と
よ
り

そ
の
想
定
が
確
実
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
「
御
教

書
」
が
大
部
庄
再
興
の
手
続
き
を
進
め
る
た
め
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
目
代
清
業

は
小
目
代
に
送
達
し
た
。

　

目
代
清
業
が
大
部
庄
の
立
券
を
小
目
代
に
命
じ
る
の
に
、「
御
教
書
」
を
添
え
て

書
状
で
伝
達
し
て
い
る
の
は
、
清
業
が
在
国
し
な
か
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
目

代
が
在
国
し
な
い
国
守
に
代
わ
っ
て
国
衙
を
指
揮
す
る
役
職
で
あ
る
な
ら
ば
、
在
国

す
る
の
が
原
則
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
目
代
の
職
務
を
よ
り
厳
密
に

考
え
る
な
ら
ば
、
国
守
と
の
私
的
関
係
と
実
務
能
力
に
よ
り
、
国
守
の
指
示
を
受
け

て
国
務
を
執
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
目
代
の
居
場
所
自
体
は
在
国
で
あ
る
と

在
京
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
。
文
治
か
ら
建
久
に
か
け
て
、
後
白
河
法
皇
の
分
国
で

あ
る
播
磨
は
、
長
講
堂
、
東
寺
、
四
天
王
寺
念
仏
三
昧
院
、
蓮
華
王
院
新
仏
堂
等
の

造
営
・
修
理
を
課
せ
ら
れ
、
清
業
が
目
代
と
し
て
そ
れ
を
沙
汰
し
た
。
造
作
・
修
理

を
目
代
と
し
て
「
沙
汰
」
す
る
の
は
、
単
に
所
課
国
か
ら
用
途
を
調
達
す
る
の
み
な

ら
ず
、
造
作
・
修
理
の
監
督
を
も
行
う
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
目
代
と
し
て
の
職
務
も

国
内
で
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
史
料
に
明
証
の
あ
る
も
の
だ
け
で
も
、
清
業
は

文
治
五
年
十
二
月
の
東
寺
修
理
の
儀
に
際
し
て
、
東
寺
金
堂
に
臨
ん
で
い
る
こ
と
が

判
明
す
る）75
（

。
清
業
は
た
と
え
播
磨
の
目
代
と
し
て
の
職
務
で
あ
っ
て
も
、
播
磨
国
内

よ
り
も
む
し
ろ
在
京
し
て
務
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
し
て
清
業

に
と
っ
て
播
磨
目
代
は
職
務
の
一
部
で
あ
っ
て
全
部
で
は
な
い
。
清
業
の
立
場
の
基

本
は
か
つ
て
は
頼
盛
の
郎
従
・
後
見
、
後
に
は
後
白
河
の
院
司
で
あ
り
、
後
白
河
の

院
司
と
し
て
播
磨
目
代
の
職
務
は
重
要
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
院
司
と

し
て
の
務
め
の
一
環
で
あ
る
。
清
業
は
播
磨
目
代
と
し
て
の
職
務
も
含
め
て
、
在
京

し
て
務
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
史
料
二
は
在
京
の
目
代
と

い
う
立
場
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

清
業
は
「
御
教
書
」
を
添
え
て
小
目
代
に
指
示
を
与
え
る
の
に
、
国
衙
に
は
「
御

教
書
」
の
案
文
を
書
き
止
め
て
残
し
、
正
文
は
重
源
に
返
進
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
清
業
の
書
状
そ
れ
自
体
が
重
源
本
人
な
い
し
は
そ
の
使
人
に

よ
り
小
目
代
に
届
け
ら
れ
、
そ
の
後
に
重
源
の
も
と
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
史
料
二
の
端
裏
に
、
史
料
一
の
奥
裏
、
史
料
三
の
端
裏
と
と
も
に

重
源
の
花
押
の
残
画
が
認
め
ら
れ）76
（

、
こ
の
三
通
を
含
む
数
通
の
文
書
が
連
券
と
し
て

貼
り
継
が
れ
て
、
重
源
に
よ
り
継
目
裏
花
押
が
施
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
文
書

が
重
源
の
も
と
に
残
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
大
部
庄
再
興
の
手
続
き
に
際
し
て

は
重
源
自
身
が
積
極
的
に
動
き
、
院
司
に
し
て
播
磨
目
代
の
中
原
清
業
、
院
司
に
し

て
国
守
の
父
高
階
泰
経
、
さ
ら
に
は
生
前
の
後
白
河
と
現
地
の
間
を
交
渉
し
て
歩
い

た
の
で
は
な
い
か
。

六　

大
部
庄
関
係
文
書
の
伝
来

　

史
料
一
・
二
・
三
は
重
源
の
も
と
に
残
り
、
他
の
数
通
と
と
も
に
連
券
と
し
て
貼

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第23号　2013年３月 14（　 ）

り
継
が
れ
、
重
源
に
よ
り
継
目
裏
花
押
が
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る）77
（

が
、
そ
の
後
、

興
福
寺
一
乗
院
坊
官
二
条
家
関
係
の
文
書
と
と
も
に
表
具
の
下
張
に
用
い
ら
れ
る
ま

で
、
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

東
大
寺
図
書
館
現
蔵
の
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
明
治
初
年
ま
で
東
大
寺
に
伝
来
し

た
と
思
わ
れ
る
文
書
群
の
う
ち
に
は
、
史
料
一
・
二
・
三
と
「
連
れ
」
と
な
る
文
書
、

つ
ま
り
重
源
の
継
目
裏
花
押
を
遺
す
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

大
部
庄
を
含
む
重
源
所
管
の
庄
園
は
建
久
八
年
に
東
南
院
院
主
定
範
（
含
阿
弥
陀

仏
）
に
譲
ら
れ
、
以
後
東
南
院
の
所
管
と
な
っ
た
。
室
町
中
期
以
降
、
随
心
院
院
主

が
東
南
院
院
主
を
兼
帯
し
た
こ
と
に
よ
り
、
東
南
院
に
伝
来
し
た
文
書
の
一
部
が
随

心
院
に
移
っ
た
と
言
わ
れ
る）78
（

が
、『
随
心
院
文
書
』
の
う
ち
に
も
史
料
一
・
二
・
三

と
「
連
れ
」
と
な
る
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

ま
た
重
源
に
始
ま
る
造
東
大
寺
大
勧
進
に
関
す
る
文
書
は
ほ
と
ん
ど
東
大
寺
に
伝

来
せ
ず
、
そ
れ
は
大
勧
進
の
多
く
が
東
大
寺
外
の
僧
侶
で
あ
っ
た
た
め
と
言
わ
れ

る
）
79
（

。
最
近
、「
東
大
寺
新
修
文
書
」（
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
の
未
整
理
文
書
）
の
内
か

ら
大
勧
進
保
管
文
書
の
写
が
発
見
さ
れ
、
栄
西
・
行
勇
な
ど
建
仁
寺
住
持
を
兼
帯
す

る
大
勧
進
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
仁
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
が

鎌
倉
後
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る）80
（

。
し
か
し
『
建
仁
寺
文
書
』
の
う
ち

に
も
『
東
大
寺
大
勧
進
文
書
集
』
の
う
ち
に
も
、
史
料
一
・
二
・
三
と
「
連
れ
」
と

な
る
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

大
部
庄
内
鹿
野
原
に
重
源
が
建
立
し
た
浄
土
寺
に
も
大
部
庄
関
係
の
文
書
が
伝
来

す
る
が
、
そ
の
中
に
は
正
文
が
東
大
寺
に
伝
来
し
た
も
の
の
案
文
が
作
成
さ
れ
て
浄

土
寺
に
伝
っ
た
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
建
久
三
年
の
大
部
庄
再
興
に
関
す
る
同
年

八
月
二
十
五
日
官
宣
旨
案
）
81
（

に
は
「
東
大
寺
両
堂
／
栄
実
（
花
押
）
／
行
賀
（
花
押
）」

と
い
う
裏
書
が
あ
る
。「
両
堂
」
と
は
法
華
堂
・
中
門
堂
を
指
し
、
両
堂
を
拠
点
と

す
る
「
両
堂
衆
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
が
中
世
に
お
い
て
は
約
百
名
い
た
と
言
わ
れ
る）82
（

。

室
町
期
に
原
村
に
対
す
る
垂
井
方
の
押
妨
に
つ
い
て
、
両
堂
納
所
が
「
寺
庫
を
開
き
」

「
旧
記
を
撰
び
出
し
」、
案
文
一
通
を
浄
土
寺
年
行
事
に
送
っ
た
時
の
書
状
が
残
っ
て

い
る）83
（

か
ら
、
東
大
寺
両
堂
衆
が
寺
庫
の
文
書
を
管
理
し
、
大
部
庄
の
必
要
と
す
る
文

書
の
案
文
を
、
浄
土
寺
の
求
め
に
応
じ
て
交
付
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う）84
（

。

し
か
し
『
浄
土
寺
文
書
』
の
う
ち
に
も
、
史
料
一
・
二
・
三
と
「
連
れ
」
と
な
る
文

書
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

結
局
、
史
料
一
・
二
・
三
と
「
連
れ
」
と
な
る
文
書
を
他
に
見
出
す
こ
と
が
、
今

ま
で
の
と
こ
ろ
出
来
ず
、
興
福
寺
一
乗
院
坊
官
二
条
家
関
係
の
文
書
と
と
も
に
表
具

の
下
張
に
用
い
ら
れ
る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
、
今
の
と
こ
ろ
成
功
し
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
播
磨
国
大
部
庄
の
研
究
に
お
い
て
未
知
な
い
し
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
文

書
と
し
て
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
二
通

の
文
書
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
を
言
え
ば
、
こ
の
二
通

の
文
書
は
近
代
史
学
の
研
究
対
象
と
し
て
未
知
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
も
そ
も
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
を
含
め
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
日
本

文
化
資
料
は
、
黒
板
勝
美
に
委
託
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
収
集
事
業

に
は
史
料
編
纂
所
も
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、「
古
文
書
張
交
屏
風
」
が
史
料
編

纂
所
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ほ
か
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
寄
贈
史
料
の
う
ち

の
い
く
つ
か
は
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
な
い
し
は
影
写
本
が
作
成
さ
れ
て
、
現
在
ま
で
架
蔵

さ
れ
て
い
る）85
（

。
ま
た
寄
贈
品
は
米
国
に
発
送
さ
れ
る
前
に
華
族
会
館
に
お
い
て
展
覧

に
供
さ
れ
、
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る）86
（

が
、
さ
ら
に
「
一
タ
ビ
海
外
ニ
出
ヅ
ル
ト
キ

ハ
、
斯
ノ
如
ク
系
統
分
類
整
然
タ
ル
蒐
集
ハ
容
易
ニ
再
ビ
得
ベ
カ
ラ
ズ
、
宜
シ
ク
撮

影
シ
テ
同
人
ニ
頒
ツ
ベ
シ
」
と
の
希
望
に
よ
り
、
寄
贈
完
了
後
の
一
九
三
五
年
六
月

に
『
日
本
文
化
図
録
』
を
発
行
し
て
い
る）87
（

。
ま
た
エ
ー
ル
大
学
会
（Yale A

ssociation 
of Japan

）
は
寄
贈
品
に
つ
い
て
の
英
文
の
カ
タ
ロ
グ
四
巻
を
制
作
し
て
い
る）88
（

。
寄

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） イェール大学所蔵播磨国大部庄関係文書について（近藤）15

贈
を
受
け
た
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
側
で
も
、
朝
河
貫
一
が
エ
ー
ル
大
学
会
に
よ
る
カ
タ

ロ
グ
に
基
づ
き
つ
つ
も
分
類
を
や
り
直
し
て
、
独
自
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
て
い

る
）
89
（

。

　

史
料
一
・
二
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
エ
ー
ル
大
学
会
の
英
文
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て

解
説
さ
れ
て
お
り
、
史
料
二
の
端
裏
に
重
源
の
花
押
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
）
90
（

。
従
っ
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
寄
贈
史
料
の
蒐
集
に
当
た
り
英
文
カ
タ
ロ
グ
の
制
作
に

関
わ
っ
た
黒
板
勝
美
は
史
料
一
・
二
の
価
値
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
知
見
は
英
文
カ
タ
ロ
グ
以
外
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
エ
ー
ル
大

学
会
制
作
の
カ
タ
ロ
グ
も
朝
河
貫
一
に
よ
る
カ
タ
ロ
グ
も
日
本
国
内
で
は
閲
覧
困
難

な
も
の
で
あ
っ
た
。
華
族
会
館
展
観
の
際
に
制
作
さ
れ
た
『
典
籍
類
展
観
目
録
』
に

は
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
は
載
せ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
大
部
庄
関
係
の

古
文
書
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、『
日
本
文
化
図
録
』
は

「
古
文
書
張
交
屏
風
」
自
体
を
掲
載
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
貼

付
の
文
書
に
つ
い
て
は
影
写
本
・
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
そ
の
他
の
複
製
が
作
ら
れ
た
形
跡

も
な
い
。
か
く
し
て
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
後
、

黒
板
が
す
で
に
気
づ
い
て
い
た
史
料
一
・
二
の
価
値
は
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
播
磨
国
大
部
庄
に
関
す
る
二
通
の
古
文
書
は
、
し
た
が
っ
て

新
発
見
の
史
料
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
忘
れ
ら
れ
て
い
た
こ
の
二

通
の
古
文
書
が
大
部
庄
の
研
究
等
に
今
後
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）  Beinecke D
igital Collections

（http://beinecke.library.yale.edu/digi 
tallibrary/

）
か
ら
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。Im

age ID
:1028991, 1028992, 

1028993.

（
2
）  

小
野
市
、
一
九
九
七
年
。
な
お
第
一
巻
（
二
〇
〇
一
年
）
に
は
近
年
の
研
究
を
踏

ま
え
た
通
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
元
木
泰
雄
氏
が
担
当
さ
れ
た
第
三
章

第
六
節
2
「
大
部
荘
の
始
ま
り
」
は
、
本
稿
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
3
）  

両
通
を
含
む
「
古
文
書
張
交
屏
風
」
貼
付
文
書
は
、
修
補
の
た
め
、
二
〇
一
〇
年

七
月
よ
り
二
〇
一
二
年
七
月
ま
で
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
預
け
ら
れ
た
。
修
補
が

ほ
ぼ
完
了
し
た
二
〇
一
二
年
六
月
二
十
一
日
、
史
料
編
纂
所
内
の
展
示
「
木
展
」
に

お
い
て
文
書
全
点
を
展
示
し
た
。
こ
の
釈
文
は
私
見
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
展

に
お
け
る
ご
教
示
に
よ
り
訂
正
で
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
4
）  

史
料
編
纂
所
に
お
い
て
補
修
後
に
撮
影
し
た
も
の
。Beinecke D

igital 
Collections

（
注
（
1
））
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
は
、
史
料
編
纂
所
に
よ
る
補

修
前
に
バ
イ
ネ
キ
図
書
館
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）  

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
興
福
寺
関
係
文
書
。
請
求
記
号

一
二
│
一
四
。
同
大
学
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://w

w
w
.w
ul.w
aseda.

ac.jp/kotenseki/

）
よ
り
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料

影
印
叢
書　

国
書
篇　

第
十
五
巻　

古
文
書
集
二
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
八
六
年
）
に
影
印
が
収
録
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
『
早
稲
田
大
学
所
蔵

荻
野
研
究
室
収
集
文
書　

上
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
に
釈
文
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
同
釈
文
は
「
こ
の
文
書
の
右
端
に
紙
継
目
裏
花
押
の
一
部
（
右

半
分
）
が
遺
っ
て
い
る
」
こ
と
は
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
が
重
源
の
も
の
で
あ
る
こ
と

に
言
及
せ
ず
、
袖
の
「
目
代
大
宰
少
弐
中
原
朝
臣
」
下
の
墨
痕
を
料
紙
の
表
に
据
え

ら
れ
た
花
押
と
す
る
。
ま
た
本
文
末
尾
を
「
以
符
度
了
」
と
読
み
、「
元
異
筆
カ
」
と

傍
注
を
付
け
、
日
下
の
墨
痕
を
判
読
せ
ず
形
状
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
て
い
る
。
私
見

に
よ
る
釈
文
は
、
端
裏
に
遺
さ
れ
た
継
目
裏
花
押
を
重
源
の
も
の
と
し
、
袖
の
「
目

代
大
宰
少
弐
中
原
朝
臣
」
下
の
墨
痕
を
料
紙
の
裏
に
据
え
ら
れ
た
花
押
と
し
た
。
ま

た
本
文
末
か
ら
日
下
に
か
け
て
の
墨
痕
は
符
に
加
え
ら
れ
た
署
名
の
略
記
と
判
断
し
、

先
行
釈
文
が
「
度
了
」
と
読
ん
だ
部
分
を
「
庁
│〔
事
〕」
と
判
読
し
、
署
名
略
記
の
一
部

と
考
え
た
。
本
文
書
は
『
小
野
市
史
』
第
四
巻
に
は
中
世
史
料
二
一
八
号
（
以
下
、「
小

野
二
一
八
」
の
よ
う
に
略
記
す
る
）
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）  

さ
ら
に
虫
損
等
の
共
通
す
る
部
分
も
存
す
る
よ
し
で
あ
る
が
、
詳
細
は
、
史
料
編

纂
所
に
お
い
て
補
修
を
担
当
し
た
高
島
晶
彦
氏
に
よ
る
報
告
を
俟
つ
。

（
7
）  

興
福
寺
一
乗
院
坊
官
二
条
家
に
伝
来
し
た
文
書
は
「
一
乗
院
文
書
」
と
し
て
京
都
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大
学
総
合
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
目
録
が
『
中
世
寺
院
に
お
け
る
内
部
集
団
史

料
の
調
査
・
研
究
』（
平
成
一
五
年
度
〜
平
成
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤

研
究
（
Ｂ
）
2
）
研
究
成
果
報
告
書
、
課
題
番
号
一
五
三
二
〇
〇
八
四
、二
〇
〇
六
年

三
月
、
研
究
代
表
者
勝
山
清
次
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
関
係
す
る
論
考
と
し
て
、
幡
鎌
一
弘
「
興
福
寺
坊
官
家
の
史
料
目
録

│
「
二
条
家
旧
記
目
録
」
の
紹
介
と
解
説
ノ
ー
ト
│
」（『
興
福
寺
旧
蔵
史
料
の
所
在

調
査
・
目
録
作
成
お
よ
び
研
究
』（
平
成
一
〇
年
度
〜
平
成
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
1
））
研
究
成
果
報
告
書
、
課
題
番
号
一
〇
四
一
〇
〇
八
二
、

二
〇
〇
二
年
三
月
、
研
究
代
表
者
上
島
享
京
都
府
立
大
学
文
学
部
助
教
授
）
が
あ
る
。

（
8
）  

『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書　

国
書
篇　

第
十
五
巻　

古
文
書
集
二
』（
注

（
5
））
の
解
題
（
瀬
野
精
一
郎
氏
執
筆
）
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）  

「
三
会
定
一
記
〈
自
天
正
四
年
至
安
政
元
年
〉」（
興
福
寺
所
蔵
典
籍
文
書
第
二
四
函

四
号
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
『
興
福
寺
史
料
』
四
九
（
架
番
号

6170.65-7-49

）
八
丁
。

（
10
）  

二
〇
一
一
年
七
月
一
四
日
、「
古
文
書
張
交
屏
風
」
貼
付
文
書
修
補
事
業
の
イ
ェ
ー

ル
大
学
側
の
担
当
者
で
あ
る
中
村
治
子
氏
（
同
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
司
書
）
が
来

日
中
の
機
会
に
、
同
氏
に
同
行
願
い
、
史
料
編
纂
所
側
は
榎
原
雅
治
所
長
、
修
補
担

当
の
高
島
晶
彦
技
術
専
門
職
員
と
私
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
に
出
向

き
、「
古
文
書
張
交
屏
風
」
貼
付
文
書
と
「
興
福
寺
関
係
文
書
」
の
接
続
に
関
す
る
調

査
を
行
っ
た
。
同
大
学
文
学
学
術
院
教
授
海
老
澤
衷
氏
に
は
図
書
館
に
ご
紹
介
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
調
査
に
も
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
い
た
。
調
査
を
お
許
し
く
だ
さ
っ

た
図
書
館
当
局
の
各
別
の
ご
高
配
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
11
）  

黒
板
博
士
記
念
会
編
『
古
文
化
の
保
存
と
研
究
』（
一
九
五
三
年
）
所
収
。

（
12
）  Y

ale A
ssociation of Japan.

日
本
語
名
称
は
「
エ
ー
ル
会
同
人
」「
日
本
イ
ェ
ー

ル
協
会
」
と
も
言
う
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
を
卒
業
し
た
日
本
人
の
同
窓
会
。

（
13
）  

『
典
籍
類
展
観
目
録
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
（
架
番
号1005-469

）。
表
紙

に
「
昭
和
七
年
十
一
月
二
十
六
日
華
族
會
館
に
於
て
」、
表
紙
裏
に
は
「
米
国
に
於
け

る
日
本
研
究
に
資
し
、
且
つ
我
が
国
の
古
文
化
を
紹
介
せ
ん
が
た
め
、
主
と
し
て
学

問
や
教
育
方
面
等
に
於
け
る
発
達
を
示
す
に
足
る
べ
き
写
本
版
本
及
び
筆
蹟
の
類
を

蒐
集
し
、
母
校
エ
ー
ル
大
学
に
寄
贈
す
る
も
の
ゝ
一
部
で
す
。
／
昭
和
七
年
十
一
月

廿
六
日
／
エ
ー
ル
会
同
人
」
と
記
さ
れ
、
目
録
の
43
に
「
古
文
書
張
交
屏
風　

二
曲

一
双
／
各
、
竪164cm

　

横190cm

／
主
と
し
て
興
福
寺
関
係
の
も
の
で
、
建
久
三
年

よ
り
延
享
四
年
（1192-1747A

D

）
に
亘
る
文
書
十
八
通
と
法
会
の
問
答
等
に
関
す

る
記
録
七
点
が
貼
ら
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
古
文
書
張
交
屏
風
」
の
名
称
、

「
は
り
ま
ぜ
」
を
「
張
交
」
と
書
く
用
字
は
本
目
録
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（
14
）  

二
〇
一
一
年
七
月
一
四
日
の
調
査
（
注
（
10
））
の
際
に
、
藤
原
秀
之
資
料
管
理
課

長
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
15
）  

架
番
号6171.36-5

。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
荻
野
氏
は
、
前
掲
「
収
集
者
の
言
葉
」
に
、

「
昭
和
四
十
二
年
頃
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
こ
の
研
究
室
の
所
蔵
文
書
を
撮
影
し

て
、
Ａ
4
判
の
焼
付
写
真
帳
を
作
成
し
て
、『
早
稲
田
大
学
荻
野
研
究
室
所
蔵
文
書
』

十
冊
と
し
て
、
閲
覧
に
供
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
術
論
文
な
ど
に
も
屢
々
引
用
さ
れ
、

学
界
に
も
普
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

（
16
）  

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史
史
料
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
〇
一
年
）

四
〇
一
│
四
四
一
頁
。

（
17
）  

荻
野
氏
の
略
年
譜
は
荻
野
三
七
彦
『
日
本
古
文
書
学
と
中
世
文
化
史
』（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
荻
野
氏
に
よ
る
史
料
編
纂
所
時
代

に
つ
い
て
の
述
懐
は
、
同
書
所
収
「
私
の
研
究
│
悔
い
な
き
仕
事
」
や
「
古
文
書
蒐

集
つ
れ
づ
れ　

荻
野
三
七
彦
先
生
に
聞
く
」（『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
月
報
、
第
九

回
配
本
第
四
巻
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
に
見
え
る
。

（
18
）  

『
東
南
院
文
書
』
第
五
櫃
第
十
三
巻
、
小
野
二
〇
九
。

（
19
）  

『
東
大
寺
文
書
（
高
橋
義
彦
氏
所
蔵
）』
保
元
二
年
八
月
日
東
大
寺
領
播
磨
国
庄
園

文
書
目
録
、
小
野
二
〇
八
。『
蜂
須
賀
侯
爵
所
蔵
文
書
』
安
元
元
年
八
月
七
日
東
大
寺

領
荘
園
文
書
目
録
、
小
野
二
一
三
。

（
20
）  

東
大
寺
領
摂
津
国
猪
名
庄
の
応
保
二
年
の
立
券
に
つ
い
て
、
五
月
一
日
の
同
日
付

け
で
、
官
使
を
遣
わ
し
立
券
す
る
こ
と
を
摂
津
国
に
伝
え
る
官
宣
旨
と
官
使
を
指
名

し
て
官
使
に
対
す
る
供
給
を
国
に
命
じ
る
官
宣
旨
の
二
通
が
発
給
さ
れ
、
同
年
八
月

日
付
け
の
国
司
庁
宣
が
留
守
所
に
対
し
て
国
使
と
相
共
に
検
注
し
て
立
券
言
上
す
る

こ
と
を
命
じ
て
い
る
（『
東
南
院
文
書
』
第
五
櫃
第
十
四
巻
、『
大
日
本
古
文
書　

家

わ
け
第
十
八　

東
大
寺
文
書
之
三
』
六
六
〇
・
六
六
三
・
六
七
〇
号
）。
久
安
三
年
の

大
部
庄
の
立
券
に
関
し
て
文
書
目
録
に
「
宣
旨
」
と
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
様
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式
と
し
て
は
応
保
二
年
の
猪
名
庄
の
場
合
と
同
じ
く
官
宣
旨
で
あ
ろ
う
。

（
21
）  
宮
崎
康
光
編
『
国
司
補
任　

第
五
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
一
年
、
三
八
四

頁
。

（
22
）  

元
木
泰
雄
「
院
政
期
の
播
磨
守
に
つ
い
て
」（『
兵
庫
県
の
歴
史
』
二
二
、一
九
八
六

年
）。
教
盛
の
前
任
の
淡
路
守
藤
原
朝
方
は
近
江
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
朝
方
の
前
任
の
近

江
守
は
忠
実
の
近
習
源
成
雅
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
教
盛
に
淡
路
守
の
職
を
あ
け
る
た

め
に
朝
方
は
近
江
守
に
転
じ
、
忠
実
は
知
行
国
を
近
江
か
ら
播
磨
に
替
え
た
の
で
あ

る
。

（
23
）  

応
保
二
年
五
月
一
日
官
宣
旨
案
（
注
（
18
））
の
引
く
前
年
九
月
二
日
東
大
寺
三
綱

等
解
状
に
「
前
司
の
任
、
入
道
前
太
政
大
臣
家
仰
せ
下
さ
れ
て
云
は
く
、
寺
家
旧
の

如
く
本
庄
三
箇
所
を
領
知
す
可
し
。
丈
〔
大
〕
部
庄
に
於
て
は
、
収
公
す
可
き
也
て

へ
り
。
爰
に
別
当
寛
信
訴
へ
申
し
て
云
は
く
、
相
博
先
に
畢
ぬ
る
の
上
、
殊
に
人
力

を
費
へ
し
荒
野
を
開
作
す
。
然
れ
ば
宣
旨
の
状
に
任
せ
て
、
尚
件
の
丈
〔
大
〕
部
庄

を
領
す
可
き
の
由
、
渋
訴
の
間
、
寛
信
俄
に
入
滅
し
畢
ん
ぬ
」
と
見
え
る
。「
入
道
前

太
政
大
臣
家
」
が
忠
実
を
指
し
「
前
司
」
が
顕
親
を
指
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
元
木

前
掲
稿
（
注
（
22
））
に
も
と
づ
き
橋
本
道
範
「
播
磨
国
大
部
荘
」（
石
井
進
編
『
中

世
の
ム
ラ　

景
観
は
語
り
か
け
る
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
が
指
摘
し
、

元
木
氏
が
『
小
野
市
史
』
通
史
（
注
（
2
））
に
お
い
て
確
認
し
て
い
る
。

（
24
）  

『
東
大
寺
別
当
次
第
』（『
群
書
類
従
』
補
任
部
）。

（
25
）  

同
前
。

（
26
）  

『
小
野
市
史
』
に
お
い
て
元
木
氏
は
「
忠
盛
の
父
正
盛
は
、
寛
信
の
父
で
、
有
力
な

白
河
院
近
臣
で
あ
っ
た
藤
原
為
房
に
仕
え
た
経
験
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
部

荘
の
成
立
に
は
院
近
臣
家
相
互
の
連
携
も
感
じ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
27
）  

応
保
二
年
五
月
一
日
官
宣
旨
案
（
注
（
18
））。
東
大
寺
三
綱
の
解
状
に
は
「
当
国

司
猶
以
て
抑
留
、
寺
家
の
大
愁
也
」
と
見
え
る
の
で
、
東
大
寺
の
訴
訟
に
対
し
て
国

司
が
陳
答
を
抑
留
し
て
い
る
事
態
を
訴
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
永
暦
元
年
九
月
二

日
時
点
の
播
磨
守
は
藤
原
家
明
で
あ
る
が
、
翌
年
正
月
に
藤
原
邦
綱
に
交
替
し
た
。

『
日
本
史
総
覧
Ⅱ　

古
代
二
・
中
世
一
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
四
年
）
所
収
「
国

司
一
覧
」（
菊
池
紳
一
・
宮
崎
康
光
編
）
一
七
一
│
一
七
二
頁
。

（
28
）  

『
浄
土
寺
文
書
』
建
久
三
年
八
月
二
十
五
日
官
宣
旨
案
、
小
野
二
一
七
。

（
29
）  

『
浄
土
寺
文
書
』
建
久
三
年
九
月
二
十
七
日
造
東
大
寺
大
勧
進
重
源
下
文
案
、
小
野

二
一
九
（
な
お
東
大
寺
図
書
館
架
蔵
「
東
大
寺
文
書
」
未
成
巻
一
│
二
五
│
五
六
三
、

小
野
二
二
〇
は
同
文
前
欠
の
案
文
）。

（
30
）  

符
の
署
名
は
本
文
と
日
付
の
間
に
行
わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
史
料
一
と
本
来

一
具
の
も
の
と
し
て
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
る
史
料
三
と
文
治
二
年
九
月
十
三
日
同
国

留
守
所
符
（『
伊
和
神
社
文
書
』）
は
、
本
文
と
日
付
の
間
に
在
庁
官
人
の
署
名
を
略

し
た
こ
と
を
示
す
複
数
の
線
が
引
か
れ
、
袖
に
目
代
の
署
名
が
あ
る
。
国
衙
の
本
来

の
構
成
員
で
は
な
く
国
主
・
守
と
の
契
約
関
係
に
よ
っ
て
国
衙
を
監
督
す
る
立
場
に

あ
る
目
代
は
在
庁
官
人
の
署
名
に
は
加
わ
ら
ず
、
袖
に
署
名
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
留
守
所
符
が
す
べ
て
こ
の
様
式
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
両
通
に

署
名
し
て
い
る
目
代
と
史
料
一
に
署
名
し
て
い
る
目
代
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
同
一

人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
史
料
一
の
署
名
が
目
代
も
含
め
て
三
つ
全
部
奥
下
の
位

置
に
あ
る
の
は
、
原
則
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
符
で
は

な
く
下
文
で
あ
れ
ば
こ
の
位
置
の
署
名
で
よ
い
。

（
31
）  

様
式
と
し
て
は
官
宣
旨
で
あ
ろ
う
。
注
（
20
）
参
照
。

（
32
）  

永
万
二
年
に
備
後
国
大
田
庄
が
後
白
河
院
領
と
し
て
立
券
さ
れ
た
時
に
は
、
同
年

正
月
十
日
の
院
庁
下
文
（『
丹
生
文
書
』）
に
も
と
づ
い
て
同
月
中
に
国
司
庁
宣
が
発

給
さ
れ
（『
高
野
山
文
書
宝
簡
集
七
』）、
二
月
二
十
四
日
に
国
司
庁
宣
が
留
守
所
に
到

来
す
る
と
、
留
守
所
は
即
日
下
文
を
発
給
し
て
い
る
（
同
上
）
が
、
留
守
所
下
文
に

は
「
院
庁
御
下
文

に
御
庁
宣
の
旨
に
任
せ
て
」
と
あ
り
、
直
接
に
施
行
す
る
国
司

庁
宣
と
と
も
に
そ
の
さ
ら
に
根
拠
と
な
る
院
庁
下
文
も
引
か
れ
て
い
る
。
史
料
一
の

引
く
国
司
庁
宣
が
「
宣
旨
」
を
施
行
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
史
料
一
に
も
「
宣

旨

御
庁
宣
の
旨
に
任
せ
て
」
と
記
さ
れ
て
い
い
は
ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
御

庁
宣
の
旨
に
任
せ
て
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
33
）  
国
司
庁
宣
が
「
御
教
書
」
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
を
全
く
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
国
司
庁
宣
そ
れ
自
体
も
こ
の
「
御
教
書
」
を
受
け
て

発
給
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

（
34
）  

建
久
八
年
六
月
十
五
日
重
源
譲
状
案
（
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
『
俊
乗
坊
重
源

譲
状
』、
架
番
号2016-265

、
小
野
二
二
四
）
に
「
幡
磨
大
部
庄
は
往
古
の
寺
領
也
。

然
れ
ど
も
廃
到
年
尚
し
。
而
る
に
南
無
阿
弥
陀
仏
後
白
河
院
に
申
し
、
陳
和
卿
に
充

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第23号　2013年３月 18（　 ）

て
賜
は
り
、
即
ち
宣
旨
を
成
し
下
し
、
官
使
を
差
し
遣
は
さ
れ
、
四
至
牓
示
を
改
め

打
つ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）  

『
東
宝
記
』
仏
法
下
「
当
寺
代
々
修
造
事
」。
同
日
、
後
白
河
法
皇
の
沙
汰
と
し
て

東
寺
を
修
造
す
る
た
め
、
院
の
御
使
と
し
て
中
原
清
業
、
勅
使
と
し
て
河
内
守
藤
原

清
長
（
定
長
子
）、
さ
ら
に
文
覚
上
人
が
当
寺
を
訪
れ
、
金
堂
正
面
の
間
に
勅
使
が
南

面
、
文
覚
が
東
面
、
清
業
が
西
面
、
執
行
が
北
面
し
て
座
し
た
。
た
だ
し
修
造
の
実

は
無
か
っ
た
と
い
う
。

（
36
）  

五
味
文
彦
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
所
収
「
花
押

に
見
る
院
政
期
諸
階
層
」
四
六
〇
・
四
六
六
│
四
六
八
頁
。
な
お
清
業
が
同
時
代
の

史
料
に
も
「
史
大
夫
」
と
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
（
注
（
39
））。

（
37
）  

五
味
前
掲
書
お
よ
び
五
味
『
武
士
と
文
士
の
中
世
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
二
年
）。
な
お
「
史
大
夫
」
と
同
様
の
存
在
と
し
て
、
外
記
局
の
外
記
や
八
省

の
丞
（
三
等
官
）
を
退
い
て
五
位
に
叙
せ
ら
れ
た
者
が
お
り
、
彼
ら
が
五
味
氏
の
い

う
「
文
士
」
を
構
成
し
た
。

（
38
）  

『
兵
範
記
』
久
寿
元
年
六
月
二
十
四
日
条
。
な
お
清
貞
は
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）

正
月
に
左
少
史
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、『
院
司
補
任
以
下
雑
記
』（
京
都
御
所

東
山
御
文
庫
、
勅
封
一
六
三
│
一
八
│
二
）
に
見
え
る
。

（
39
）  

『
玉
葉
』
寿
永
三
年
四
月
七
日
条
。

（
40
）  

『
玉
葉
』
元
暦
二
年
正
月
二
十
三
日
条
。『
院
司
補
任
以
下
雑
記
』（
注
（
38
）
所
掲
）。

（
41
）  

『
玉
葉
』
文
治
二
年
二
月
二
十
四
日
条
。『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
十
二
月
十
三
日
・

同
二
年
五
月
二
日
・
六
月
十
一
日
条
。
親
光
の
対
馬
守
就
任
に
つ
い
て
は
『
玉
葉
』

治
承
三
年
正
月
十
九
日
条
に
も
記
事
が
あ
る
。
親
光
が
平
氏
と
対
立
し
高
麗
に
避
難

し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
吾
妻
鏡
』
元
暦
二
年
三
月
十
三
日
・
五
月
二
十
三
日
・
六

月
十
四
日
条
に
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
寿
永
二
年
、
都
を
出
て
鎮
西
に
落

ち
て
き
た
平
氏
は
、
親
光
に
対
し
て
屋
島
に
参
上
す
る
よ
う
に
催
促
し
た
が
、
親
光

は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
平
氏
は
親
光
を
追
討
す
る
使
節
を
三
度
遣
わ
し
、

親
光
は
元
暦
二
年
三
月
四
日
に
高
麗
に
渡
っ
た
。
一
方
、
頼
朝
は
三
月
十
三
日
に
、

平
氏
追
討
の
任
に
あ
る
弟
範
頼
に
対
し
て
親
光
の
救
出
を
命
じ
た
が
、
範
頼
が
対
馬

に
船
を
遣
わ
し
た
の
は
、
親
光
が
高
麗
に
避
難
し
た
後
で
あ
っ
た
の
で
、
対
馬
島
か

ら
さ
ら
に
高
麗
に
使
節
が
派
遣
さ
れ
、
親
光
は
対
馬
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
親
光
は

鎌
倉
に
赴
き
、
十
月
二
十
四
日
の
勝
長
寿
院
供
養
に
参
列
し
て
い
る
こ
と
が
、『
吾
妻

鏡
』
同
日
条
に
見
え
る
。『
吾
妻
鏡
』
は
親
光
を
頼
朝
の
外
戚
と
記
し
て
い
る
（
元
暦

二
年
三
月
十
三
日
条
）。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
親
光
は
右
大
臣
内
麿
孫
と
し
て
実
光
│

資
憲
│
親
光
と
い
う
系
譜
で
見
え
、
親
光
の
姉
妹
が
平
教
盛
の
室
で
通
盛
・
教
経
の

母
で
あ
る
こ
と
は
見
え
る
け
れ
ど
も
、
頼
朝
と
の
関
係
は
定
か
で
は
な
い
。

（
42
）  

『
玉
葉
』
文
治
二
年
二
月
二
十
四
日
条
。

（
43
）  

『
玉
葉
』
治
承
三
年
正
月
十
九
日
条
。

（
44
）  

『
院
司
補
任
以
下
雑
記
』（
注
（
38
）
所
掲
）。
な
お
『
院
司
補
任
以
下
雑
記
』
は
『
洞

院
家
記
』
巻
十
四
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
五
味
氏
は
『
洞
院
家
記
』
に
拠
っ
て
い
る
。

親
光
は
下
総
守
に
転
じ
た
と
思
わ
れ
る
。『
玉
葉
』
建
久
二
年
三
月
十
五
日
条
参
照
。

（
45
）  

『
院
司
補
任
以
下
雑
記
』
は
四
月
六
日
と
す
る
が
、
直
近
の
除
目
は
四
月
一
日
で
あ

る
。

（
46
）  

『
金
山
寺
文
書
』
文
治
元
年
八
月
二
十
一
日
備
前
国
留
守
所
下
文
。「
対
馬
守
中
原

朝
臣
」
の
花
押
を
『
花
押
か
ゞ
み
』
は
中
原
清
業
の
も
の
と
し
て
採
用
し
、
一
三
八
八

号
と
し
て
掲
載
す
る
。
こ
の
花
押
の
形
状
が
史
料
二
の
日
下
に
あ
る
墨
痕
と
合
致
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
墨
痕
が
清
業
の
花
押
の
残
画
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
47
）  

『
伊
和
神
社
文
書
』
文
治
二
年
九
月
十
三
日
播
磨
国
留
守
所
符
（
注
（
30
）
参
照
）。

（
48
）  

史
料
一
に
お
け
る
署
名
が
「
前
対
馬
守
」
で
あ
る
の
は
問
題
が
残
る
。
建
久
三
年

四
月
に
清
業
が
対
馬
守
の
ま
ま
大
宰
少
弐
を
兼
ね
た
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
七
月

の
除
目
で
源
高
行
が
対
馬
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
吾
妻
鏡
』
同
月
二
十
六
日
条
）

か
ら
、
八
月
に
清
業
が
対
馬
守
の
現
任
で
な
い
こ
と
は
よ
い
。
し
か
し
四
月
に
任
じ

ら
れ
た
「
大
宰
少
弐
」
を
九
月
の
留
守
所
符
（
史
料
三
）
で
は
署
名
の
官
途
に
用
い

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
史
料
一
の
署
名
に
お
い
て
な
ぜ
「
大
宰
少
弐
」
で
は
な
く

「
前
対
馬
守
」
を
用
い
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
。

（
49
）  
『
仙
洞
御
移
徙
部
類
記
』
定
長
卿
（
山
丞
記
）
文
治
四
年
十
二
月
十
六
日
・
十
九
日

条
、
経
房
卿
（
吉
大
記
）
同
月
十
九
日
条
。
十
二
月
十
六
日
に
長
講
堂
の
鎮
壇
が
行

わ
れ
、
十
九
日
に
後
白
河
法
皇
が
六
条
殿
に
移
徙
し
た
。

（
50
）  

『
玉
葉
』
文
治
五
年
十
二
月
九
日
条
。

（
51
）  

『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
三
、
建
久
二
年
九
月
十
日
の
条
、
同
月
十
八
日
の
第
一

条
、
同
三
年
九
月
十
三
日
の
条
参
照
。
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（
52
）  
『
山
槐
記
』
治
承
三
年
正
月
六
日
条
、
宗
盛
播
磨
知
行
。『
吉
記
』
養
和
元
年
三
月

二
十
六
日
条
に
平
重
衡
の
知
行
す
る
播
磨
国
の
守
に
平
時
基
が
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が

見
え
る
。

（
53
）  

『
公
卿
補
任
』
文
治
元
年
源
雅
賢
の
項
に
、
雅
賢
が
寿
永
二
年
八
月
十
六
日
、
院
分

と
し
て
播
磨
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
備
前
守
に
は
当
初
源
行
家
が
任
ぜ

ら
れ
た
（「
吾
妻
鏡
」
文
治
二
年
五
月
二
十
五
日
条
）
が
、
元
暦
元
年
九
月
十
八
日
に

藤
原
範
季
が
院
分
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』
建
久
八
年
藤
原
範
季
の

項
）。
範
季
が
翌
二
年
正
月
に
木
工
頭
に
転
じ
た
（
同
上
）
後
任
に
は
、
や
は
り
院
分

と
し
て
、
藤
原
実
明
が
任
じ
ら
れ
た
（『
公
卿
補
任
』
建
久
四
年
藤
原
実
明
の
項
）。

（
54
）  

『
玉
葉
』
元
暦
二
年
六
月
三
十
日
条
。

（
55
）  

『
公
卿
補
任
』
元
久
二
年
平
光
盛
の
項
。

（
56
）  

『
公
卿
補
任
』
元
暦
二
年
平
頼
盛
の
項
。
頼
盛
に
播
磨
・
備
前
両
国
が
給
与
さ
れ
た

の
も
、
頼
盛
が
病
に
よ
り
出
家
し
た
直
後
で
あ
っ
た
。

（
57
）  

『
山
槐
記
』
除
目
部
類
文
治
四
年
十
月
十
四
日
条
。『
公
卿
補
任
』
建
仁
元
年
藤
原

仲
経
の
項
。

（
58
）  

『
公
卿
補
任
』
文
治
元
年
源
雅
賢
の
項
。

（
59
）  

『
公
卿
補
任
』
建
久
四
年
藤
原
実
明
の
項
。

（
60
）  

『
公
卿
補
任
』
建
久
四
年
藤
原
実
明
の
項
は
実
明
の
蔵
人
頭
就
任
・
播
磨
守
退
任
を

建
久
二
年
十
月
二
十
六
日
と
し
、『
職
事
補
任
』
の
実
明
の
記
事
も
こ
れ
と
合
致
す
る

が
、
実
明
の
蔵
人
頭
就
任
は
藤
原
成
経
の
後
任
で
あ
り
、
成
経
が
参
議
昇
任
に
よ
り

蔵
人
頭
を
辞
す
日
付
を
『
職
事
補
任
』『
公
卿
補
任
』
と
も
に
建
久
元
年
十
月
二
十
六

日
と
し
、
高
階
経
仲
の
播
磨
守
就
任
を
『
公
卿
補
任
』（
次
注
）
が
建
久
元
年
十
月

二
十
七
日
と
す
る
の
と
整
合
的
で
あ
る
の
で
、
実
明
の
蔵
人
頭
就
任
・
播
磨
守
退
任

の
日
付
は
建
久
元
年
十
月
二
十
六
日
に
訂
す
べ
き
で
あ
る
。

（
61
）  

『
公
卿
補
任
』
建
久
十
年
高
階
経
仲
の
項
。

（
62
）  

注
（
40
）
参
照
。

（
63
）  

『
玉
葉
』
寿
永
三
年
四
月
一
日
・
七
日
条
。

（
64
）  

『
公
卿
補
任
』
寿
永
二
年
頼
盛
の
項
に
「
十
月
十
九
日
、
関
東
に
向
ふ
」
と
見
え
、

『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
五
月
十
九
日
条
・
六
月
一
日
条
に
頼
盛
の
鎌
倉
滞
在
に
関
す
る

記
事
、
六
月
五
日
条
に
帰
洛
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
。

（
65
）  

白
河
上
皇
の
北
面
と
し
て
活
躍
し
た
藤
原
盛
重
が
、
も
と
周
防
の
百
姓
の
子
で

あ
っ
た
の
を
、
源
顕
房
の
家
人
が
周
防
の
目
代
と
し
て
下
向
し
て
京
に
連
れ
帰
り
、

顕
房
の
家
人
と
し
て
仕
え
て
い
た
の
を
、
顕
房
が
白
河
上
皇
に
推
挙
し
た
の
で
あ
っ

た
事
例
が
あ
る
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
『
山
口
県
史　

通
史　

中
世
』（
山
口
県
、

二
〇
一
二
年
）
第
一
編
第
一
章
第
一
節
に
記
し
た
。

（
66
）  

建
久
八
年
閏
六
月
の
肥
後
国
図
田
帳
は
そ
の
全
文
は
伝
わ
ら
ず
、
そ
の
一
部
を
抄

出
し
た
も
の
が
『
相
良
家
文
書
』
に
伝
わ
る
（『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
五　

相

良
家
文
書
之
一
』
二
号
）。
肥
後
国
図
田
帳
に
記
さ
れ
た
人
吉
庄
に
関
す
る
記
載
に
つ

い
て
は
、
工
藤
敬
一
氏
が
『
荘
園
公
領
制
の
成
立
と
内
乱
』（
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
二
年
）
所
収
「
鎌
倉
時
代
の
肥
後
国
人
吉
荘
」「
肥
後
球
磨
の
荘
園
公
領
制
と

人
吉
荘
」
で
論
じ
て
い
て
、
預
所
清
業
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
工
藤
氏
は

清
業
が
平
頼
盛
の
「
郎
従
」「
後
見
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
頼
盛
の
所
領
球
磨
臼
間

野
庄
が
人
吉
庄
の
前
身
で
あ
り
、
清
業
は
頼
盛
の
後
見
と
し
て
預
所
の
任
に
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

（
67
）  

『
大
山
寺
縁
起
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
絵
巻
の
詞
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
、

文
章
の
み
の
縁
起
と
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
が
あ
り
、
前
者
は
後
者
を
節
略
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
栄
西
に
関
す
る
逸
話
は
、
栄
西
と
大
山
寺
僧
基
好
と
の

関
係
で
記
さ
れ
て
い
る
。
栄
西
が
基
好
に
師
事
し
た
こ
と
は
、『
元
亨
釈
書
』
の
栄
西

に
関
す
る
記
事
に
も
見
え
る
。
五
味
氏
は
、
栄
西
と
清
業
と
の
関
係
が
、
栄
西
が
渡

宋
の
た
め
に
九
州
に
下
っ
た
仁
安
二
年
に
さ
か
の
ぼ
り
、
当
時
平
頼
盛
が
大
宰
大
弐

と
し
て
赴
任
し
て
い
た
か
ら
、
清
業
も
と
も
に
鎮
西
に
あ
り
、
栄
西
の
渡
宋
を
援
助

し
た
の
が
頼
盛
・
清
業
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
（『
院
政
期
社
会
の
研
究
』（
注

（
36
）
所
掲
）
四
六
八
頁
）。『
元
亨
釈
書
』
は
建
久
二
年
に
二
度
目
の
渡
宋
か
ら
帰
国

し
て
平
戸
島
葦
浦
に
着
い
た
栄
西
を
、「
戸
部
侍
郎
清
貫
」
が
小
院
を
創
っ
て
迎
え
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
建
久
二
年
の
栄
西
の
帰
国
を
め
ぐ
る
こ
の
事
蹟
が
、

『
大
山
寺
縁
起
』
の
所
伝
の
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
68
）  

こ
こ
で
は
「
御
教
書
」
と
い
う
呼
称
の
中
世
に
お
け
る
用
法
を
問
題
と
し
て
お
り
、

近
代
科
学
と
し
て
の
古
文
書
学
に
よ
る
定
義
と
の
間
に
は
ず
れ
が
あ
る
。

（
69
）  

建
久
八
年
六
月
十
五
日
重
源
譲
状
案
（
注
（
34
））。

（
70
）  

『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
四
、
建
久
三
年
十
一
月
十
一
日
の
条
、
同
四
年
三
月
九
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日
の
条
。

（
71
）  
『
心
記
』
建
久
三
年
六
月
十
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
四
、
建
久
三
年

十
一
月
十
一
日
の
条
所
収
）。

（
72
）  

『
心
記
』
建
久
三
年
十
一
月
十
一
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
四
、
建
久
三

年
十
一
月
十
一
日
の
条
所
収
）。
仲
国
は
後
白
河
の
近
習
で
あ
り
、
後
年
、
仲
国
の
妻

が
後
白
河
の
託
宣
と
称
し
て
御
廟
建
立
を
唱
え
た
の
が
妖
言
と
し
て
退
け
ら
れ
、
仲

国
の
官
を
止
め
て
夫
妻
を
追
放
す
る
事
件
が
起
き
た
。『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
九
、

建
永
元
年
五
月
二
十
日
の
第
二
条
参
照
。

（
73
）  

『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
四
、
建
久
四
年
四
月
十
日
の
第
二
条
。

（
74
）  

前
注
『
大
日
本
史
料
』
所
引
『
玉
葉
』
建
久
四
年
四
月
九
日
条
。
記
主
兼
実
の
記

す
と
こ
ろ
で
は
、
頼
朝
か
ら
は
七
日
と
九
日
の
二
回
書
状
が
届
き
、
七
日
着
の
書
状

で
播
磨
・
備
前
両
国
を
東
寺
・
東
大
寺
（
底
本
で
は
「
興
福
寺
」
と
記
さ
れ
る
が
東

大
寺
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
に
付
け
る
こ
と
を
述
べ
、
九
日
到
着
の
書
状
で

国
司
を
任
じ
る
が
国
務
は
上
人
（
文
覚
・
重
源
）
の
沙
汰
と
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
兼
実
は
、「
大
旨
同
じ
と
雖
も
、
聊
か
相
違
す
。
是
非
迷
惑
し
了

ぬ
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
備
前
守
は
建
久
六
年
十
月
七
日
の
時
点
で
藤
原
公
棟
で

あ
る
（『
三
長
記
』
同
日
条
）。

（
75
）  

注
（
35
）
参
照
。

（
76
）  

史
料
一
の
奥
裏
に
遺
さ
れ
た
重
源
の
花
押
の
残
画
（
左
側
）
と
史
料
二
の
端
裏
に

遺
さ
れ
た
同
人
の
花
押
の
残
画
（
右
側
）
は
並
べ
る
と
つ
な
が
る
よ
う
に
一
見
見
え

る
が
、
線
の
太
さ
が
一
致
し
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
両
者
が
直
接

つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、
重
源
が
ほ
ぼ
同
じ
形
、
同
じ
大
き
さ
で
据
え
た
花
押
の

う
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
の
一
部
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
77
）  

「
他
の
数
通
」
の
中
に
は
史
料
二
に
見
え
る
「
御
教
書
」
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。
史
料
一
・
二
・
三
以
外
に
連
券
と
し
て
貼
り
継
が
れ
た
文
書
が
数
通
あ
っ

た
と
想
定
す
る
の
は
、
史
料
一
・
二
・
三
に
残
る
重
源
の
継
目
裏
花
押
が
直
接
に
は

つ
な
が
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
。

（
78
）  

遠
藤
基
郎
「
中
世
東
大
寺
文
書
を
俯
瞰
す
る
」『
三
田
中
世
史
研
究
』
一
八
号
、

二
〇
一
一
年
。
大
部
庄
に
関
す
る
も
の
で
は
、
元
久
三
年
四
月
十
五
日
後
鳥
羽
院
庁

下
文
（
小
野
二
二
八
）
が
代
表
的
で
あ
る
。

（
79
）  

前
注
所
引
遠
藤
論
文
。

（
80
）  

吉
川
聡
・
遠
藤
基
郎
・
小
原
嘉
記
「「
東
大
寺
大
勧
進
文
書
集
」
の
研
究
」『
南
都

仏
教
』
九
一
号
、
二
〇
〇
八
年
。
注
（
78
）
所
引
遠
藤
論
文
。

（
81
）  

注
（
28
）
参
照
。

（
82
）  

注
（
78
）
所
引
遠
藤
論
文
。
徳
永
誓
子
「
東
大
寺
宝
寿
院
伝
来
文
書
の
概
要
」
勝

山
清
次
編
『
南
都
寺
院
文
書
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。
永
村
真
『
中

世
東
大
寺
の
組
織
と
経
営
』
塙
書
房
、
一
九
八
九
年
、
第
三
章
第
一
節
「
寺
内
諸
階

層
の
形
成
」。

（
83
）  

『
浄
土
寺
文
書
』（
年
未
詳
）
卯
月
四
日
東
大
寺
両
堂
納
所
書
状
、
小
野
五
三
五
。

（
84
）  

建
久
三
年
八
月
二
十
五
日
官
宣
旨
案
の
裏
書
に
署
名
し
て
い
る
栄
実
・
行
賀
に
つ

い
て
、
永
正
十
年
六
月
二
十
七
日
東
大
寺
中
門
堂
衆
等
連
署
申
状
（「
東
大
寺
文
書

（
未
成
巻
文
書
）」
五
│
三
六
）
に
堂
司
と
し
て
「
栄
実
（
花
押
）」、
長
禄
三
年
十
二

月
十
九
日
法
華
堂
満
堂
衆
等
連
署
置
文
（
京
都
大
学
所
蔵
「
東
大
寺
文
書
」）
に
「
行

賀
（
花
押
）」
が
見
え
る
が
、
花
押
の
形
状
が
一
致
す
る
と
た
だ
ち
に
は
言
え
ず
、
な

お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
85
）  

レ
ク
チ
グ
ラ
フ
『
エ
ー
ル
大
学
所
蔵
文
書
』（
架
番
号6800-100

）
は
「
東
大
寺
文

書
裏
書
共
」「
興
福
寺
会
所
目
代
細
々
引
付
」「
西
賀
茂
郷
検
地
帳
天
正
十
四
、十
七
年
」
を

収
め
、
注
（
13
）
所
掲
『
典
籍
類
展
観
目
録
』
に
41
、
44
、
46
と
し
て
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
に
相
当
す
る
が
、
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
の
奥
書
に
「
右
／
エ
ー
ル
大
学
所
蔵
文

書
／
米
国　

エ
ー
ル
大
学
所
蔵
／
昭
和
八
年
一
月
撮
影
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

一
九
三
二
年
十
一
月
の
華
族
会
館
に
お
け
る
展
観
の
直
後
に
撮
影
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
影
写
本
『
黒
板
勝
美
氏
所
蔵
文
書
』（
架
番
号3071.36-139

）
は
奥
書
に

「
右
／
黒
板
勝
美
氏
所
蔵
文
書
／
東
京
府
豊
多
摩
郡
渋
谷
町
桜
ヶ
丘
同
氏
所
蔵
／
昭
和

二
年
一
月
影
写
了
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
収
め
ら
れ
た
十
一
通
の
古
文
書

の
う
ち
七
通
は
、『
典
籍
類
展
観
目
録
』
に
45
「
天
龍
寺
南
芳
院
文
書
」
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
に
相
当
す
る
。
同
文
書
に
つ
い
て
は
、
山
家
浩
樹
「
嵯
峨
南
芳
院

と
そ
の
文
書
」（『
日
本
歴
史
』
七
三
九
、二
〇
〇
九
年
）
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（
86
）  

注
（
13
）
参
照
。

（
87
）  

奥
付
に
は
、「
昭
和
十
年
六
月
一
日
印
刷
／
昭
和
十
年
六
月
五
日
発
行
／
（
非
売

品
）・
編
纂
兼
発
行
者　

エ
ー
ル
大
学
会　

大
久
保
利
武
／
印
刷
者　

東
京
市
本
郷
区
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金
助
町
四
十
五
番
地　

大
塚
稔
／
印
刷
所　

東
京
市
本
郷
区
金
助
町
四
十
五
番
地　

大
塚
巧
芸
社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
（
架
番
号1040.1-

188
）。

（
88
）  Catalogue of Books, M

anuscripts and O
ther A

rticles of Literary, 
A
rtistic and H

istorical Interest, Illustrative of the Culture and 
Civilization of O

ld Japan, presented to Y
ale U

niversity, U
.S.A
. by Y

ale 
A
ssociation of Japan, T

okyo. V
ol.1-4. T

okyo, T
aiheiyosha Press, 1934. 

国

内
で
は
同
志
社
大
学
と
立
教
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
第
一
巻
の
み
所
蔵
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
は
、
バ
イ
ネ
キ
図
書
館
、
東
ア
ジ
ア
図
書
館
、
手
稿
・
文

書
館
な
ど
複
数
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
大
久
保
利
武
に
よ
る
序
文
は
、
解
説

の
作
成
に
つ
い
て
黒
板
勝
美
と
三
成
重
敬
に
対
し
て
、
英
文
の
作
成
に
つ
い
て
秋
元

俊
吉
に
対
し
て
謝
辞
を
献
じ
て
い
る
。

（
89
）  A

sakaw
a, K
an'ichi, Gifts of the A

ssociation of Japan. Prepared by K
. 

A
sakaw

a. N
ew
 H
aven, 1945. 

カ
ー
ボ
ン
紙
に
よ
り
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
、

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
バ
イ
ネ
キ
図
書
館
、
東
ア
ジ
ア
図
書
館
、
手
稿
・
文
書
館
等
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
90
）  

原
文
に
は
、
史
料
一
に
つ
い
て
“A w

rit issued by acting governor of H
arim
a 

Province, addressed to O
be-no-Go. A

ugust 15, 1192.
”史
料
二
に
つ
い
て

“Letter by representative of H
arim

a Province, A
ugust 23. T

he w
ritten 

seal-m
ark seen at the back w

as m
ade by Shunjobo Chogen, a priest 

w
ho earned renow

n for having collected subscriptions for the 
reconstruction of the Great Buddha T

em
ple in early K

am
akura period, 

so that this docum
ent is considerable historical interest.

”と
記
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
朝
河
は
、
史
料
二
の
端
裏
の
花
押
を
こ
の
書
状
の
差
出
人
で
あ
る
目
代

の
も
の
と
考
え
て
い
る
。
原
文
は
、
“Upper right corner: a provincial governm

ent's 
order to a district, in 1192, that its offi  cials should together w

ith a provincial 
envoy, m

ark out and register the boundaries of a large tract of land, in 
accordance w

ith the order from
 the Capital w

hereby the land had been 
granted to the m

onastery T
ō-dai-zhi. T

he docum
ent directly below

 is a 
letter from

 a provincial offi  cial transm
itting the above to a district 

offi  cial; m
argin on the reverse bears the form

er's m
onogram

. T
he tw

o 
docum

ents typify the procedure in one of the usual form
s of offi  cially 

creating a private dom
ain of land know

n as shō. T
he shō in question 

here is the fam
ous Ō

be shō, in H
arim

a.

”
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